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F
卜
1

ま
つ
の
や
ま
文
芸

俳
句

雪
空
へ
火
柱
立
て
U
ど
ん
ど
焼

夢
に
ま
で
璽
降
鐸
君
を
見
失
ふ

母
の
忌
の
五
8
の
夜
の
般
若
湯

　
　
　
　
小
谷
（
栄
や
）

鈴
木
　
俊
一

川

柳

・

爆
蘇
酌
ん
で
養
地
決
ま
ら
ぬ
ぽ
た
ん
雪

カ
レ
ン
ダ
剥
が
れ
て
余
生
ふ
と
よ
ぎ
る

深
、
雪
な
き
燈
投
げ
着
地
痛
か
ろ
に

　
　
　
　
黒
　
倉
（
一
枚
朗
〉
草
材

柳
友
作
品
紹
介

す
み
ま
せ
ん
夫
も
い
ま
す
子
も
い
ま
す

臼
の
丸
の
影
に
脅
え
る
鳩
の
群
れ

説
明
書
読
ま
ず
に
息
子
ば
か
琴
呼
び

翼
春

妙三三
　　重
子浦予

◇3簿鷲β～鱗βの予定

19隷　松之li藷温泉

　　　ボーダークロス大会

璽繍　町内小学校卒業式

26弩　松之山温泉

　　　スキーカーニバル

4葺1　春の全圃交逓安全運動

　　　15窃まで

こよみ

◇2肩の畠来事

6翼　松之山スキー競技大会

U縫　越後松之患豪雲塾

27鷺　松之出温泉スノーボード

　　　大会

　
夢
日
記
よ
り

春
は
、
卒
薬
、
進
学
、
就
職
、
転

勤
な
ど
で
、
別
れ
の
季
節
で
あ
り
、

出
会
い
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
．
新

し
い
人
盤
に
は
、
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
期
待
も
あ
り
ま
す
．
町
内
企
業

の
求
人
は
、
不
景
気
な
こ
と
も
あ
り
、

多
く
な
い
よ
う
で
す
が
、
町
の
蕎
齢

化
に
俸
い
、
著
い
人
を
求
め
る
潜
蕪

的
露
要
は
あ
る
よ
う
な
餓
が
し
ま

す
、
こ
の
春
は
何
人
の
覇
栓
会
人
が

町
に
残
る
で
し
ょ
う
か
．
今
無
は
、

介
護
繰
険
直
接
支
払
綱
度
、
大
地

の
芸
衝
祭
な
ど
大
き
な
事
業
が
闘

始
さ
れ
豪
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
新

た
な
腰
幣
を
盗
み
出
す
こ
と
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

町民憲章昭孝峯、53年7購、淀

　わたしたちは松之由町蔑です．郷土を愛し

　みんなでよりよい町づくりをしよう．

町畏の合欝葉

　　1．美しい緑と雲の塗で

　　　　　　　　・1〉豊かな人になろう

　　玉、ブナの穂が触れ舎うように

　　　　　　　　連捧の心をもとう

　　1、湧きいづる蕩泉のように

　　　　　　　　劇造のカを腐めよう

36

匠圃回團
おめでた（患生〉
あ　ニ

亜子ちゃん　長澤　章・美披子さん

　　　　　　　　　　茨水酷（明　墨）
おの　

芳総ちゃん　俊藤疋徳・恵子さん

　　　　　　　　　　天水越（照之屋〉

おくやみ（菟亡）

渡邊欝久治さん　66歳　東　出（締の木）

関根嚢治さん80歳　藤　倉（天　辺〉

保駁　キミさん65歳　豊　醗（中　島）

＊2角鷲葺から2月2劔ヨまでの漏磁分です．

＊広報に載せてほしくない方は、撮出の時に

窓環にお詔ください．

饗の
　　　　　　　2増29縫環在

総入1：13，257人（一2〉

　　男　王，5難人（一玉）

　　女三，686人（一三〉

盤帯数　i，捻5芦←一ユ〉

　　　　（〉内は髄綴との比較

温泉センター（鷹の湯〉1

『1休館β営業時間
3昨9・16綱鵬一2塒

4月16・13・20・貿1購一踊

　　　　　　細し　　　　　無
嘩月～4月億毎週木曜βが林館βです。
（ただし、体館段が祝蟹田の場合は、竪臼が
林みとなります。）

広報

｛

発背雛／薄威ま2頬4鰐越無纏集・発薮／梅之1，騨f役場総務譲

ヂ蝿一躍縮難棄頚織邸松加町大字松之鶴212－21蹴（脳郷一3茎3ま職（125券9略酬灘5

鍵灘灘麹醜難灘蟹

灘纒盤1
　　　韓》醒韓

松建出竃役場電議番縁一覧

総務諜02559－6－3搬（幾表〉

税務会欝諜　6－3蓬52

産業諜　　6－3総2

振興諜　　6－31雛
建設金業諜

（建　設〉　　6一雛錨
（まゴ下灘く漣勢　　6一奎鼓恐2

議会事務燭　　6一鍛62

像健セ3～ター　　6－3望O…5

3／2業式卒高松

　3月2鷺に安塚蕩等学校松之由分校の

卒叢式が行われました、この春の卒業盗

は23名で、ほとんどの人が、大学や奪鱒

学校へ進学します．楽業式が体畜館で響

われた後、売盗や樫校生、父兜が校魔に

並び卒業生の巖後のお冤送りをしました。

みなさん名残借しそうに劉れを措しんで

いました．

欝盤紙巻痩駕し1て鱒ます



l
O
創
ト
ー

生き生きと安心して住める町を圓指して

一
輩覧櫻犠

34億2940万円
”億4460万円

揃
一
顔

51億7400万円

一般会計
特別会計

平成12隼度一般会欝・特別会謝

　
平
成
稔
年
度
予
算
が
、
3
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
．
　
㎜
般
会
計

と
特
別
会
計
の
総
額
は
、
箏
億
7
4
0
0
万
円
で
箭
隼
度
に
比
べ
4
・
4
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
今
無
度
予
算
の
特
徴
と
し
て
は
、
　
㎜
般
会
計
で
は
中

山
問
地
直
接
支
払
制
度
の
導
入
や
里
創
プ
ラ
ン
事
業
で
の
「
大
地
の
芸
術
祭
』

驕
催
に
関
連
し
て
施
設
整
備
が
さ
れ
ま
す
。
特
馴
会
計
で
は
、
介
護
保
険
鰯

度
の
開
始
に
伴
い
介
護
サ
…
ビ
ス
に
対
す
る
保
険
給
付
を
行
う
介
護
保
険
特

別
会
計
や
町
で
行
う
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
…
ビ
ス
な
ど
の
居
宅
介
護
サ
…
ビ
ス

に
聡
す
る
事
業
特
溺
会
計
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

入
っ
て
く
る
お
金
（
歳
入
）

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
表
の
よ
う
に

ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
離
奪
対
比
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
支

出
金
と
聴
債
が
大
編
に
廼
び
た
こ
と

に
よ
り
全
体
で
鹸
年
対
比
6
・
5
％

の
坤
び
と
な
り
ま
し
た
。

籔　　　　分 予　　算　　額 萬鐸捻
一般会欝 34億2940万円 6．5

特
甥
　
会
計

圏民健康保験 2億5240万需 4．8
松之山診療漸 2億7070万円 △3．5
老人保険 5億2紛万円 △η。6

介護保険 2億6360万円 新　設

居宅介護

サービス事業 3490万円 新　設

簡易水遂事業 等億8950万円 △2ア．0

下水道事業 2億3届0万円 △40．璽

合　　　　計 5書億ア400万円 4．4

翻
㎜
閣
翔
は
、
歳
入
濠
の

窮
％
を
占
め
ま
す
が
、
去
舘
と
ほ
ぼ

岡
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
．

圏
は
、
町
が
警
つ

う
え
で
県
が
繊
す
負
担
金
や
補
助
金

で
す
が
、
今
銀
度
か
ら
始
ま
る
中
山

間
地
域
直
接
支
払
綱
度
の
た
め
に
莇

奪
対
比
4
9
二
b
驚
増
え
ま
し
た
。

図
響
、
蒙
翠
憲
機
関
か

ら
儲
り
入
れ
る
お
金
で
す
が
、
璽
創

プ
ラ
ン
の
「
大
地
の
芸
術
祭
婦
や
松

之
山
ス
テ
ー
ジ
整
備
な
ど
の
た
め
に

器
・
王
％
増
え
ま
し
た
．

図
縫
牽
と
ほ
冨
額
覧

込
ん
で
お
り
、
町
艮
税
や
、
醐
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
、

入
湯
税
な
ど
が
倉
ま
れ
て
い
ま
す
。

團
は
、
繭
年
対
比
澱
・
4
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

直
接
支
払
綱
度
や
、
、
里
鰯
プ
ラ
ン
な

ど
大
き
な
事
業
の
町
負
撞
分
を
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
～
般
財
源

と
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
で
す
．

平成捻隼度予算一般会計
歳入 　　　　　　　〈単位1千円）

達講翻
1仁嶋2藪鯉％
　　　　224，5731△　　O，5％

地方交付税

漿支畠金

町　　債

町　　税

繰入金

國庫支出金

使用料及び手数料

地方譲与税　潅．遷％

　その紬　3，7％

税付交
％

方
o

地
鋏

ゴ』熱ム・・、§ll萎1

5と，1調 △19．ご％

26，457 5．2％

25，000 0．O％

22，00Q △8．3％
14，270 △5．4％

4，000 △55．6％
蓬，800 △茎0．0％

働 △嘩O．8％

嘩 0．O％

3，429， 6．5％

馨馨蓑与税一・十・

分盤及び簸金コニ
諸収入　　　　　　　　i

地方消費税交付金　　　　i
自動牽取樗税交付金　　1

財慶職入　　．．　　　．　1

　　　　　　　　　　　マ地方特例交付金　　　　　i
利子割交付金　　　　　”r

交通安金対策特麟交付金苛

～
　　　　　　　　…

一　震ヂ㎜㎜㎜r
霧附金

　合

2

　　　　　繰越金　1．2％

笈用料及び手数料　2．唾％

國庫支出金　2．8％

繰入金　4，6％

町　税6．5％

晦　債　驚2．9％

票支出金　14．匪％

議会費婁．8％

その蝕α2％

農林水産業費

　2簾．9％

　　災窪復鱈費　藩．9％

　　ジ麹駒ち費　　2。9％

　衛生費59％
商工費　6．0％

総務費　汀、4％

平成稔年度予算　一般会欝

歳出　　　　　　　　　　　く蟻位：千円）

／

教湾費6．9％

跳生費　　筆0．2％

公儀費　”．2％

丈 土木費　　嘩3．7％

本無度予算額 醜年捻

農林水産業費 750，705 32．2％

総務費 598，40等 2α2％

血木費 47茎，239 2．2％

公債費 383，462 △6．9％
罠生嚢 35等，簾39 △27．9％
教膏費 234，896 2．2％

商工費 2偽，ア27 璽7．9％

衛症費 2α，159 △4．6％
消防費 等00，407 △3．9％

災書復19費 64，602 883．6％

議会費 62，345 △等．7％
予備費 4，809 △9．0％
労働費 422 △26．6％

諸支畠金 87 △5．4％

含　　　　計 3，429，400 6．5％

国
翻
図
腎
、
町
が
箋
壽

う
う
え
で
囎
が
出
す
負
摸
金
や
補
助

金
で
す
が
、
介
護
保
険
導
入
に
よ
り

特
鑓
会
計
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
老

人
禰
祉
関
連
の
お
金
が
減
り
繭
無
対

比
雛
・
6
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

は
、
ス
キ
…
場
リ
フ
ト
使
用
料
の
減

収
を
見
込
み
筋
燦
対
比
7
・
3
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
人
が
支
払
う
利

驚
料
金
で
す
が
、
介
護
保
険
特
剥
会

欝
が
で
き
た
た
め
老
入
擾
被
圏
連
の

利
期
料
金
が
減
り
、
蔚
奪
対
姥
綿
・

8
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

痩
わ
れ
る
お
金
（
歳
出
）

　
　
　
　
　
　
　
は
、
諮
ふ
く
ろ

館
楠
隣
に
で
き
る
農
業
捧
験
施
設
や

下
鍛
池
集
落
集
会
断
建
設
、
小
谷
集

落
集
会
勝
建
設
、
中
山
問
地
薩
接
支

払
割
度
で
支
払
わ
れ
る
補
勒
金
に
よ

り
、
蔚
葎
対
比
32
・
2
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
．

“
國
鑓
嫉
撮
プ
ラ
ン
嚢
の

唄
大
地
の
芸
衛
祭
痛
や
松
之
撫
ス

テ
ー
ジ
の
整
備
が
本
格
化
す
る
た
め
、

事
業
薫
体
で
あ
る
十
段
町
地
域
広
域

事
務
組
禽
に
対
す
る
負
撞
金
が
贈
え

筋
奪
講
嬬
2
0
・
2
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
国
は
、
介
護
保
険
綱
度
が
嫡

ま
る
こ
と
に
よ
り
　
今
年
慶
か
ら
介

護
保
険
と
繕
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

が
特
劉
会
謝
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
老
人
橿
祇
関
連
の
支
出
が
特
劉

会
蹴
に
移
り
溺
驚
対
紘
27
・
9
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

囲
は
、
虫
葎
行
わ
れ
た
地
域

振
興
券
の
交
付
が
無
く
な
り
ま
し
た

が
　
騰
麟
プ
ラ
ン
事
業
の
一
環
と
し

て
松
之
山
潟
泉
駐
箪
場
の
整
備
工
事

に
よ
り
繭
母
紺
比
婬
・
9
％
の
糟
と

な
り
ま
し
た
、

闘
は
、
北
浦
醗
集
落
内

の
町
道
地
滑
り
災
欝
復
賑
の
た
め
に

醜
年
対
比
蹴
・
6
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

』
h’（（（聰r’」ド買1曜
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生き生きと安心して住める町を圓指して

一
輩覧櫻犠

34億2940万円
”億4460万円

揃
一
顔

51億7400万円

一般会計
特別会計

平成12隼度一般会欝・特別会謝

　
平
成
稔
年
度
予
算
が
、
3
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
．
　
㎜
般
会
計

と
特
別
会
計
の
総
額
は
、
箏
億
7
4
0
0
万
円
で
箭
隼
度
に
比
べ
4
・
4
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
今
無
度
予
算
の
特
徴
と
し
て
は
、
　
㎜
般
会
計
で
は
中

山
問
地
直
接
支
払
制
度
の
導
入
や
里
創
プ
ラ
ン
事
業
で
の
「
大
地
の
芸
術
祭
』

驕
催
に
関
連
し
て
施
設
整
備
が
さ
れ
ま
す
。
特
馴
会
計
で
は
、
介
護
保
険
鰯

度
の
開
始
に
伴
い
介
護
サ
…
ビ
ス
に
対
す
る
保
険
給
付
を
行
う
介
護
保
険
特

別
会
計
や
町
で
行
う
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
…
ビ
ス
な
ど
の
居
宅
介
護
サ
…
ビ
ス

に
聡
す
る
事
業
特
溺
会
計
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

入
っ
て
く
る
お
金
（
歳
入
）

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
表
の
よ
う
に

ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
離
奪
対
比
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
支

出
金
と
聴
債
が
大
編
に
廼
び
た
こ
と

に
よ
り
全
体
で
鹸
年
対
比
6
・
5
％

の
坤
び
と
な
り
ま
し
た
。

籔　　　　分 予　　算　　額 萬鐸捻
一般会欝 34億2940万円 6．5

特
甥
　
会
計

圏民健康保験 2億5240万需 4．8
松之山診療漸 2億7070万円 △3．5
老人保険 5億2紛万円 △η。6

介護保険 2億6360万円 新　設

居宅介護

サービス事業 3490万円 新　設

簡易水遂事業 等億8950万円 △2ア．0

下水道事業 2億3届0万円 △40．璽

合　　　　計 5書億ア400万円 4．4

翻
㎜
閣
翔
は
、
歳
入
濠
の

窮
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を
占
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ま
す
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、
去
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と
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ぼ
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を
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込
ん
で
い
ま
す
．

圏
は
、
町
が
警
つ

う
え
で
県
が
繊
す
負
担
金
や
補
助
金

で
す
が
、
今
銀
度
か
ら
始
ま
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山
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直
接
支
払
綱
度
の
た
め
に
莇
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比
4
9
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増
え
ま
し
た
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図
響
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翠
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関
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儲
り
入
れ
る
お
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す
が
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璽
創

プ
ラ
ン
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「
大
地
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芸
術
祭
婦
や
松

之
山
ス
テ
ー
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整
備
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ど
の
た
め
に

器
・
王
％
増
え
ま
し
た
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図
縫
牽
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ほ
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額
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込
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り
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町
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税
や
、
醐
定
資

産
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軽
自
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車
税
、
町
た
ば
こ
税
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入
湯
税
な
ど
が
倉
ま
れ
て
い
ま
す
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團
は
、
繭
年
対
比
澱
・
4
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

直
接
支
払
綱
度
や
、
、
里
鰯
プ
ラ
ン
な

ど
大
き
な
事
業
の
町
負
撞
分
を
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
～
般
財
源

と
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
で
す
．

平成捻隼度予算一般会計
歳入 　　　　　　　〈単位1千円）

達講翻
1仁嶋2藪鯉％
　　　　224，5731△　　O，5％

地方交付税

漿支畠金

町　　債

町　　税

繰入金

國庫支出金

使用料及び手数料

地方譲与税　潅．遷％

　その紬　3，7％

税付交
％

方
o

地
鋏

ゴ』熱ム・・、§ll萎1

5と，1調 △19．ご％

26，457 5．2％

25，000 0．O％

22，00Q △8．3％
14，270 △5．4％

4，000 △55．6％
蓬，800 △茎0．0％

働 △嘩O．8％

嘩 0．O％

3，429， 6．5％

馨馨蓑与税一・十・

分盤及び簸金コニ
諸収入　　　　　　　　i

地方消費税交付金　　　　i
自動牽取樗税交付金　　1

財慶職入　　．．　　　．　1

　　　　　　　　　　　マ地方特例交付金　　　　　i
利子割交付金　　　　　”r

交通安金対策特麟交付金苛

～
　　　　　　　　…

一　震ヂ㎜㎜㎜r
霧附金

　合

2

　　　　　繰越金　1．2％

笈用料及び手数料　2．唾％

國庫支出金　2．8％

繰入金　4，6％

町　税6．5％

晦　債　驚2．9％

票支出金　14．匪％

議会費婁．8％

その蝕α2％

農林水産業費

　2簾．9％

　　災窪復鱈費　藩．9％

　　ジ麹駒ち費　　2。9％

　衛生費59％
商工費　6．0％

総務費　汀、4％

平成稔年度予算　一般会欝

歳出　　　　　　　　　　　く蟻位：千円）

／

教湾費6．9％

跳生費　　筆0．2％

公儀費　”．2％

丈 土木費　　嘩3．7％

本無度予算額 醜年捻

農林水産業費 750，705 32．2％

総務費 598，40等 2α2％

血木費 47茎，239 2．2％

公債費 383，462 △6．9％
罠生嚢 35等，簾39 △27．9％
教膏費 234，896 2．2％

商工費 2偽，ア27 璽7．9％

衛症費 2α，159 △4．6％
消防費 等00，407 △3．9％

災書復19費 64，602 883．6％

議会費 62，345 △等．7％
予備費 4，809 △9．0％
労働費 422 △26．6％

諸支畠金 87 △5．4％

含　　　　計 3，429，400 6．5％
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　簡易水道箏業特別会計

照麦立の水道施設を鉱張し坂中集落まで管鶏を延長

　　　　　　　　　一◆一・・尊一一脇・一一・ψ・・す一。一・。ψ一　6673万P犀

道賂や下水道工事にかかる水道管の移設・…一……688万円

雰倉集落から東山集落までの水道整備の負撞金…820万鰐

施設を維持管理する経費…一…………・◆一・…・激67万円

水質検奮の費罵・一一ゆ・一・一夢り……一………脅一7鎗万円

滅菌薬品等の購入……・ψ…………・・一………一…聰200万円

　下水道事業特劉会翫

茨水越地区、兎鷺地区下水道整備に・　　　　　8700万円

浄化センター管理費に……　　　　…　　　　　255違万円

マンホールポンプ管理費に………一　　　　　　・963万湾

下水道管の管理費に………一…　……・一…　220万円

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

国民健康保険特別会欝

入院や外来の籔療費に給轡・…一　　・…　　ま億綴78万円

轟額な医療費の負握軽減に・…一…・一・・一　2350万鍔

患産育晃一時金（1人30芳溝〉　　一…　　φ……・30万錫

葬祭費（王人4万円〉…一…・…　　　　　　　…鴛Q万円

蟹保人闘界ックの助成に…・…・…　”・◆　　　　…69万跨

リハビリ教室に…ゆ…　…　　　　　　　　　　　　　一82万鍔

　老人保健特別会欝

70歳以、ヒの老入緩療の給付に・ ・4億965｛）万㌧門

　居宅介護サービス事業特別会謝

訪闘介護（ホームヘ序パー〉、訪悶入浴、家事援助などのサー

ビスに……一・……呼・……・一一ブーウ……一…・り3490万ドi

介護保険特別会計

介護串講；蓄の翻奮費矯に……

介護サービス利罵の費期に給付・ゆ

高額介護サービスの負撫軽減に…

　。・i277ヲド遷

2億3鈴○万ド1

　…60万円

◇一般公薬事業債

町道松口大荒戸線改喪事業……　　　　……簸90万円

嬢中由間地域総合整備事業負担金・…　　一・　難60万円

◇一般単独事業俵

懸体営棚欝地域等緊急保全対策事業翼　　　　←440万円

◇臨時地方道整備事業債

県道月漉松代線整備事業負挺金・9・…・・…・一…8鐙万円

◇塘域総含整縮事業祭

県道松之出温泉線整備事業負挺金…・　一　　・900万円

◇臨時河卿等整備事業嬢

延命公圏整備事業……一…………・・………　　王質0万跨

◇過年発猛補励災警復1β事業積

町道詑浦穣豊瞬線災霧復総事業…調・　　　　鰺30万円

5

簡易水遵事業特別会謝（3540万円〉

◇簡易水道事業嬢

申出問地域総合整備事業・・一一…一一・…・・一590万円

醗麦立飲料水僕給施設拡張事業一…　　　　2950万円

下水遺事業特別会計（2090万円〉

◇下水這事業債

特定環境保全公塾下水道建設事業一γ　　　15菊万円

特例描置分………一……・7ひ　　　　　　　　憾50万門

（町がお金を借りる讃瀬の明細です。〉

　一般会計（4億4絵0万円）

◇過錬鱈策事業績

十欝驚地域広域事務組舎負撞金・・一　　　美億6拠O　l環q

下蝦漉集落集会勝施設建設事業・・　　　　　10鐙万円

農業体験施設建設事業……　　　　　　　　　M50万湧

林道須山美人林線溺設事業……・　　　…一焉40万胃

森林空間総合整備事業……・……　　　　　…王3王0万円

小谷集落集会施設建設事業・・一…　　　　　　貨00万円

県中由間地域総合整備事業負握金一　　　　　難gO万溌

基盤整備健進事業・・…　　　　　　　　・一　…・520万影彗

ふるさと水と土ふれあい事業……………　…王20万Ill

時道湯出ガニ沢線改良事業・・…一…　　　　3250薄鰐

ロータリー除磐牽整備事業・・…・　　　　　　nQO万胃

特建藁境保全公共下水道建設事業…　　一◎4騒（｝万円

滴防・防災施設整備事業負挺金……・…　　　　790万輿

温泉駿車場整備事業…………　　・…　　　　2950万円

◇辺地鰐策事業憤

磁麦立飲料水供給施設拡張事業・一　　　　　導80乃胃

県中出間地域総禽整備事業負撞金…　…・　　・漁0万円

麗鰯灘
嚇熱茱灘灘

監
特老ホームでボランティア体験

覇
『鰯獺

・懸

★ゼンマイ乾燥機やもち撫工機購入助成・・　　4284万円

★籍窺就農春のための機械購入助成…一　　　憾25万円

★串魚間地直接支払鋼度の補助金・…・・…　・・i億5330万門

★畜産の娠興と牧場の運営に一・　　　　　　・309万円

★大厳寺キヤンプ場の運営費に・・レ…▼　　　　令4｛〕6万円

★跨道松口大荒戸線の改良工事・…・…　　　　・6937万門

★森赫空問総合整備事業

　須磁美人林線醐設工箏…一・　　　　　　・6磁9万円

　璽翻プラン事薬の遍榮として須由地内を森林公園とし

　て整備します¢……・……一…・…一・・…一…5007ガ円

★小谷集落の集会勝の建設に・・………一・◆一…3203万円

★・棚懸地域等緊急像全対策事業

　三省・浦醗地区の農地や農業施設の簡単な整備補修に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碗60万円

★三桶1五十単線の農道の整備に・・………一…め・・搾磯万円

　商工費

☆絵之lii温泉駐庫場を墨創プラン事業の・一環として整備

します葛・・一‘…………‘・……………一γ・ラー…・唄50万胃

★スキー場4）管理運営費として……一………・・3925万ド1

★潟泉センター管理運鴬費として………………鴛69万ド1

★兎鑓三畢井改修工事に……一・一…の一…・……540ガ1：導

土木費

☆克雲往宅の普及促進に一一……

★町溢の修繕に一・……

★町遊湯霞ガニ沢線の改農工事に・

★町道の除雪に・…一

★ロータリー除雲灘の購入に一・…

★猛雲道諮の確保に・一………・ゆ

★豊鐵集落内に溝駕公園の整備に・

　教賓費

★庸村留学のために・一一…一・・昌

★体験学翌チャレンジ以に…一…

★松之由小学校舞晦£1の霧鹿防悲工事に・

★スクー拓バス運行のために……

☆遠疑離通学の補助に……

★心の数塞穏談漫の設置のために一…

・880万絹

・550万円

3250万円

gooo万円

3300万円

・ま40万円

igOo万需

・・369万i署

28（1万円

・・47万円

・935寿鰐

耀38万円

・63万円

総務費

★新窺定建煮に奨励金……・……・……・………・…・・5（｝万門

★公共バス運行のために一…一…一争・………・欝8（｝万lq

★東窟事務漸の運営に一…………◎・一……………249万鰐

★盤麟プラン事業

　ギ大地の芸衛祭」の聡催や松之撫ステージヂ森の広場3と

ヂ駐事場の」σ）整備に…・・……・……・…・……買1癒77磁万円

★衆議院選挙、県難事選挙などの選挙費胴に・…一1558万円

★懸勢調糞などの統謙調査費罵に……………・◎㍗一355万絹

戻生費

★町歓会嬬祉協議会の補助に…

★瞳書餐の施設入所に一…一

★重度心舞障窯蓄の鷹療費助成などに…・…

★兜童手当の支給に・……

★特老ホーム不老閣饒還金に補助・・一

★お年寄りの施設入湧や獲療費助成に・…・

★デイサービスの運営に・・…

★老入懇の家の運鴬に一‘……

★総合検診や成入病検診に・・

★貌幼児の襖診や薩療助成に・……

★津南地域衛生施設組含のゴミ簸理経費に・

★含併越理浄化槽設置に補助…一…

★生ゴミ処理機購入に補助・・一

王玉3三万円

・5227ヲ1月

・7i4万轡

・・4（M万円

23（践万鍔

i62圭環弩

・・奮欝万円

・・！79万籍：1

圭633万111

・2＿9万円

5029乃’円

圭445万円

・茎（x）万円

　農林水産業費

★おふくろ館となりに農薬体験施設の建設に一や・撫瀞万門

★下鰻地集落集会湧の建設に一…………や・・一◆鷺蟹万円

★小幾模な基盤整備や農道・水跨整備の助成……絡50万円

★擦い手公歓の運営費補助に………………・…一略76万円

★認定農業奢や盆産組織のための機械購入助成…350万円

★集落営農や婬業受託組織のための機械購入助成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・7ズ蟹）万拝ヨ

グリーンリースで田植体験
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　簡易水道箏業特別会計

照麦立の水道施設を鉱張し坂中集落まで管鶏を延長

　　　　　　　　　一◆一・・尊一一脇・一一・ψ・・す一。一・。ψ一　6673万P犀
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訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

国民健康保険特別会欝
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　老人保健特別会欝

70歳以、ヒの老入緩療の給付に・ ・4億965｛）万㌧門
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2億3鈴○万ド1
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5
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・5227ヲ1月
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・・4（M万円

23（践万鍔

i62圭環弩

・・奮欝万円

・・！79万籍：1

圭633万111

・2＿9万円

5029乃’円
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・茎（x）万円
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★認定農業奢や盆産組織のための機械購入助成…350万円

★集落営農や婬業受託組織のための機械購入助成
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6く　A　l畠9　・幽幽伽1
器　　　　糠転畷鰯鋤気ゾい・も

　　　　　　　　　　　　　　　　　す

クー・ジュンガー　Koo

　　　　　　　（韓国〉

」30r、9－a

作品解説

　妻有地域に実征する典型的な家の

模型を作り、離れたところにそれら

の家が見える風景を作ります。人々

は、露然の風景に埋め込まれたこれ

らの小さな家々を遠くから晃ること

になります．

フィ才ナ・フォーり一

　　　　　Fめ籍a　Fdey
　　　　　（；オー1ストラリフフ〉

作贔解説

　右麟は作家が妻麿視察の際

見つけた櫃物の葉の形に切り

抜いた叛2000枚と金色と銀穂

に塗装iした’書いボートを池に

浮かべます．

　左図は、工000鰯の石を渦．上

に設置します．

子個の石を渦上に設置する

ワークステーシiヨン

金魚と銀色に塗装されたボートと葉の形に切り
抜いた室多板をラ趨に浮かべる

梼子

テーブル

《
慧
、

N55　（…き一C：3ツノ、ζ〉

ボコミュニケーションベース

　　　　　　　デモシステム3

作鹸解読

　N55指彗作のテーブルとイスによ

るワークステーションは、越後妻有

と雛雰を結び、コミュニケーション

の鎖を嵐げようとするものです．こ

の施設は、人の集まる場駈に錘葺心地

よく仕立てて、誰でも利矯擁能な

オープンなものとします．

7

　今葎の7月20段から9月109までの間、十環町広域圏6斎町籾を会場にギ大地の芸衛祭・

アートトリエンナーレ2000」が闇｛崔されます導松之由町にも国際的に活躍しているおよそ

23名の芸徳家が来町して、作贔の舗作や展示を行う予定です。

　今翻は、そのうち6名の作家から松之寅時で展開する作贔について紹介します。

　；電璽’辱婦、矧鰺・＝鮮・』，．0丸
　　　　　’轡r　　き）、　　　　　　一　　　　　＼

　　　　　　　　×　　　　　養　隣
　　　　　　　　・一鰭d　　　　噺嚇粋’　　へ鴇　　　！や

　　　Fド』ζ姦講馨斑、’、，　▽、
　　ナ、ゼず呉、・・◇・・同迄ムゴシ・1曳　　　一

・寸零憲麟鵜漏斑勘．

　騒　呪・～『『’　艶〆．’．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．＿瓢、、ノ

　　　　．一，』、．．縷・1…・轡　、邑』・　＼、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《

漢

＼』

」　
｝

糞板雅文　M譲3　M薦a拓瀬（8本）

作酷解説

　つる草の絡厳るポー捧や壁を大厳寺

織療の遊歩道沿いに設置します．ポー

麹と壁は鉄筋を維んで作ら題ます．自

然の中にとけ込むような彫刻作晶にな

りますσ

岡；櫓三郎　　Ok3mura　Saburo窃　（8：本〉

作品解説

　作贔の素材として塩を多く使っています。

砂漢の広大な塩湖に接して自然の甕と死を

改めて感じたそうです．今籔のブランも外

部の人間の営みの振動と塩を薩接結びつけ

ることで、生と死の直接的な緊張関係を表

します。

ギ
i　　　　　　　　　評ぎが編・

L　鯉罐麗伽磁
i　　　　　　　　　　男’
峯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ妙嶋厳蔽

　　　…
　　　〆ザぐ・
圃賃／懸τ1』敏

　ザヘ』　ギ沖
　　ふ　　　鮮£ゆ｝
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瓢
滋
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心
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　　　　　　　　；雌一β一

’達

t
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噸レ鶴←

櫃松議二Uema加Kεill（8本〉

．」
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2
軸鯵鳳蕪、

離
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蝿
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大地へσ）しるし一記憶の風景

樹とともに…記億の風景

罷

働　w ル￥

掌蝉

岬ツ

」

作贔解誠

　この悸愚は、樹（花の咲く樹）と荒々しく翻り畿

された翻石と自然石の3つの要素で携成されます．

妻有6市町種にiつずつ設置rされます。
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ギ
i　　　　　　　　　評ぎが編・

L　鯉罐麗伽磁
i　　　　　　　　　　男’
峯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ妙嶋厳蔽

　　　…
　　　〆ザぐ・
圃賃／懸τ1』敏

　ザヘ』　ギ沖
　　ふ　　　鮮£ゆ｝

　　　￥一〆

ぬ　　　　　　ダ晒

瓢
滋
曲』∠二

　
心

　　　　　！！〆窪胤
　　／　　ず／　　　　　　　i
　　　　　　　　；雌一β一

’達

t

聯歩　　一ノふ〆’　．声　　　　　　　／、趣〆』－　’‘〆鎚

　　　雄

ノ
，
，

噸レ鶴←

櫃松議二Uema加Kεill（8本〉

．」

－

2
軸鯵鳳蕪、

離
幅

蝿
墾

大地へσ）しるし一記憶の風景

樹とともに…記億の風景

罷

働　w ル￥

掌蝉

岬ツ

」

作贔解誠

　この悸愚は、樹（花の咲く樹）と荒々しく翻り畿

された翻石と自然石の3つの要素で携成されます．

妻有6市町種にiつずつ設置rされます。
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新
任
の
先
生
万
紹
介
（
教
職
員
の
異
動
）

　
鶴
月
一
8
付
で
教
職
員
の
入
事
異
勤
が
あ
り
ま
し
た
。
範
内
の
小
中
学
校
で

倉
わ
せ
て
六
人
の
先
生
乃
が
新
し
く
赴
儀
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
瓢
し
い
先
生
乃

を
ご
紹
介
し
ま
ず
。
（
〉
は
、
繭
任
校
で
ず
。
《
敬
称
略
》

松之由小学校長

金3　正奪
（響門村嘗門中）

松之山小学校教

　井よ　幸夫
（よ越爺戸野籔

教
徹
朗

脳
欝

松之iお小学較教

　谷内　未希
（中条晦中条小

㊥

教
子

転
出
さ
れ
た
先
生
方

【
松
之
寅
小
｝

▼
撫
茂
市
下
条
小
校
長
・
間
嶋
疋

【
松
里
小
】

▼
親
津
市
満
β
小
教
頭
・
中
沢
多
美

毯
▼
柿
嫡
町
下
黒
屑
小
養
護
教
諭
・

嶽
騎
留
美

門
松
之
由
中
】

▼
浦
綴
原
村
浦
川
漂
中
教
諭
・
池
村

墨
果

講
務
遜

▼
総
務
諜
長
・
嵩
橋
明
夫
（
総
務
螺

行
政
係
長
）
▼
総
務
諜
参
事
・
滝
沢

鉦
彦
（
建
設
諜
長
）
▼
行
政
係
長
・

嵩
波
し
ず
（
慮
納
蜜
会
議
係
長
）
▼

行
政
係
・
禰
朦
八
重
子
（
松
之
山
診

療
勝
）
▼
行
政
係
・
相
沢
秀
雄
（
松

之
山
診
療
所
）
▼
財
政
係
・
彬
沢
正

瀦
（
教
育
委
鍛
会
）
▼
管
財
係
長
・

樋
鶯
簾
広
（
建
設
諜
期
地
係
長
〉
▼

管
財
係
・
籾
山
翼
男
（
産
業
諜
農
政

係
）
▼
住
蔑
係
・
高
橋
明
（
建
設
諜

馬
地
係
）
▼
松
璽
保
費
斬
調
理
貴
・

小
野
塚
光
枝
（
浦
鑓
保
育
漸
〉
▼
溝

灘
保
曹
漸
調
理
員
・
樋
鷺
陽
子
（
松

之
山
保
欝
漸
〉
▼
松
之
山
保
畜
勝
調

理
鍛
・
相
沢
節
子
（
松
塁
撮
育
勝
）

蓬
殼
企
業
選

▼
建
設
企
業
諜
長
・
山
環
達
夫
（
水

　
照
月
｝
目
付
で
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

今
園
は
、
機
構
改
革
に
俸
い
水
道
諜
が
廃
止
と
な
り
、

そ
の
業
務
を
含
め
た
形
で
建
設
繰
が
建
設
企
業
諜
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
諜
税
務
係
と
患
納
室
が
禽
併

し
税
務
会
計
諜
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
鐡
は
、
退
職
春
が
照
名
で
、
新
採
構
春
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
異
動
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
機
構
改
革
の

た
め
の
内
部
異
動
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す
。
な
お
、

八
）
は
、
麟
職
で
す
。

遵
課
長
）
▼
維
持
係
長
・
津
端
薫

（
農
業
委
麟
会
係
長
）
▼
水
道
係
長
・

南
雲
裁
（
建
設
謙
林
業
係
長
〉

蓬
業
謬

▼
農
柑
難
備
係
長
・
佐
藤
三
雄
ハ
水

道
誤
水
道
係
長
）
▼
農
業
委
翼
会
係

長
・
佐
藤
敬
～
（
十
β
町
広
域
）
▼

農
政
係
・
佐
藤
功
（
東
憲
事
務
所
）

▼
農
政
係
・
久
保
灘
吉
弘
（
総
務
諜

財
政
係
〉

猿
興
遜

▼
総
禽
企
爾
係
長
・
南
雲
購
央
（
土

地
改
良
係
掻
）
▼
東
東
事
務
漸
勤
務
・

滝
沢
彰
宏
（
水
道
諜
下
水
遵
係
〉

凍
健
橿
祉
謬

▼
診
療
所
嶽
務
係
・
轟
橋
は
る
菜
（
総

務
謙
行
政
係
）
▼
診
療
所
庶
務
係
・
、

佐
藤
…
善
（
総
務
繰
行
政
係
）

【
税
務
会
欝
諜
｝

税
務
会
計
諜
長
・
相
沢
一
郎
（
患
納

窯
長
）
▼
会
議
係
長
・
鍛
辺
瞥
子

（
建
設
諜
建
設
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）

【
護
会
事
務
局
綱

▼
議
会
事
務
局
長
・
佐
藤
明
彦
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健
福
祇
諜
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補
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）
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教
賓
委
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会
繍

教
費
長
・
柳
能
弘
（
総
務
諜
長
）
▼

学
校
教
轡
係
・
久
保
照
雅
夫
（
総
務

繰
億
民
係
）
▼
派
遣
教
会
教
欝
窯
事
・

井
上
毒
夫

暮
灘

触
藤
宏
一
く
教
脊
長
）

串
島
鍵
一
（
議
会
事
務
局
長
）

小
野
塚
｝
栄
（
総
務
諜
長
補
佐
）

相
沢
美
代
子
（
産
業
繰
農
政
係
）
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東頸城
　ふるさと晃て1歩記・

　由奥ならではの闘放感

　　牧杓の秘湯ヂ鷹羽鉱象」

　
今
月
は
、
牧
村
か
ら
湯
の
盤
深
磁

荘
よ
り
さ
ら
に
山
奥
に
あ
る
鷹
羽
鉱

泉
を
紹
介
し
ま
す
。

　
鷹
羽
鉱
泉
の
名
の
窃
来
は
、
ケ
ガ

を
し
た
鷹
が
鉱
泉
に
つ
か
り
治
療
し

て
い
た
こ
と
か
ら
で
、
欝
く
は
江
芦

時
代
か
ら
湯
治
場
的
な
存
荏
と
し
て
、

地
域
の
人
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
鉱
泉
に
つ
か
る
こ
と
で
、
冷
え
性

や
リ
ウ
マ
チ
、
ア
ト
ピ
ー
な
ど
に
効

果
は
あ
り
、
ま
た
飲
む
こ
と
で
糖
嚴

病
に
も
よ
く
効
き
ま
す
．
こ
こ
の
集

質
に
こ
だ
わ
り
、
県
外
か
ら
訪
ね
て

く
る
お
客
さ
ん
も
あ
る
ほ
ど
で
す
．

　
霞
慢
の
露
天
風
畠
の
湯
ぶ
ね
か
ら

は
、
β
本
海
や
蕎
懸
平
聾
を
“
一
蟹
で

き
、
よ
く
晴
れ
た
欝
に
は
、
佐
渡
鶴

も
見
る
こ
と
が
で
き
濠
す
、
春
に
は

新
緑
、
秋
に
は
紅
葉
と
、
山
爽
な
ら

で
は
の
鯛
放
感
に
ひ
た
り
な
が
ら
見

る
霞
然
の
景
魚
は
気
に
入
る
こ
と
う

け
あ
い
で
す
。

　
鷹
羽
鉱
泉
の
料
理
は
、
付
近
の
出

か
ら
収
穫
し
て
き
た
旬
の
顛
菜
や
キ

ノ
コ
な
ど
が
使
わ
れ
て
お
り
、
季
籔

が
変
わ
る
度
に
違
っ
た
料
理
を
食
べ

ら
れ
る
こ
と
も
魅
力
の
｝
つ
で
す
．

　
冬
は
降
霧
の
た
め
に
営
業
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
五
肩
家
か
ら
十
…
月

の
中
旬
畷
ま
で
は
営
業
し
て
い
ま
す
．

宿
泊
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
鷹
羽
鉱

泉
で
湯
に
つ
か
っ
て
の
ん
び
り
し
た

後
は
、
深
山
荘
で
宿
泊
と
い
う
コ
ー

ス
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
お
問
い
禽
わ
せ
は
、
〇
二
五
五
ー

怨
一
竿
六
五
七
七
ま
で
．
み
な
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
家
す
。

平
成
牽
二
葎
第
一
鐡
の
町
議
会
定

姻
云
試
が
．
．
一
月
六
欝
か
ら
十
鷹
黛
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
園
は
平
成
十
、

年
度
補
難
予
算
や
条
鋼
薩
一
部
改
斑

と
鰯
建
、
平
成
十
聯
年
度
町
｝
般
会

誹
と
六
つ
の
特
別
会
誹
予
算
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
ひ

初
臼
は
、
報
管
事
項
や
奪
決
処
分
事

項
の
承
認
、
条
働
の
｝
部
改
疋
や
鰯

建
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
．
二
田
目
は

佐
藤
町
長
の
平
成
十
二
年
度
施
政
方

斜
が
行
わ
れ
た
後
、
　
、
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
七
名
の
議
襲
が
、
「
蟹

翻
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
瓢
新
奪
度
予
算

に
つ
て
』
「
編
祇
バ
ス
に
つ
い
て
嵐
な

ど
二
十
八
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
．

　
町
長
の
施
政
方
鋭
や
一
般
質
周
な

ど
詳
し
い
内
容
は
、
「
議
会
だ
よ
り
嘱

で
紹
介
さ
れ
ま
す
。
今
園
審
議
さ
れ

た
当
初
予
算
は
、
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
、

門
瓢
た
に
綱
簸
さ
れ
た
条
例
｝

▼
地
方
分
権
の
推
進
を
國
る
た
め
の

　
関
係
法
徳
の
整
備
等
に
関
す
る
法

　
律
の
施
行
に
俸
う
罰
則
の
整
備
に

　
関
す
る
条
佛

▼
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の

　
溺
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

　
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
鯛
の
整

　
備
に
騨
す
る
条
弼

▼
松
之
山
町
手
数
料
徴
収
条
鯛

▼
松
之
出
町
公
立
学
校
使
環
料
徴
収

　
条
例

▼
松
之
慮
町
介
護
保
険
門
滑
導
入
基

　
金
条
例

▼
松
之
山
町
介
護
給
付
準
備
墓
金
に

　
関
す
る
条
例

▼
松
之
山
町
介
護
保
険
条
例

▼
十
段
町
地
域
ニ
ュ
…
に
い
が
た
盤

　
翻
プ
ラ
ン
松
之
撮
ス
テ
ー
ジ
の
管

　
理
及
び
運
営
に
関
す
る
粂
例

▼
松
之
山
町
屠
竃
介
護
サ
逢
ビ
ス
箏

　
業
特
別
会
針
条
例

　　　・一般会謙補藍予算の主なもの

歳入
◆地方交慰税一・ゆ一9一…一二・・一一一一一・3728野田

◆榊幽賜地域総念整備事業分撹金・一虫一一…　憩焉欝驚

◆ス翻、リフ鞭鵬一一一・・一一賓一滋難oo珊

◆老人搬鹸補励金一一一・一一一一一△5159）鯛

◆毒地政撲事業燈・一一一一・一一虫・一一・・一・織弱0源周

歳出
◆聴有施設積立金一一一…一・一侮ゆ一一・‘一一4簿欝撃輿

◆発護保険需滑導入墓金積立金・一一一一磁27覇覇

◆廃鐙穫替バス運行費補助金ゆ一一一一一一・・一2の◎寿絹

◆祇会橿祉協議会補助金一一一一‘一・・一一一2麟薄総

◆概藤禽荘改修滋事費一一一一一一・…一一一860署飛

◆松之出診療漸勘建繰患金・・一一一一・一・一・一㈱ガ閂

◆獅潟判駒ス眺産緊繰糠事業補助金・磁393ヲ粥

◆県営麟繊聞地域総奮整備事業負握金・一一ρ鍍23源懸

◆下水遊事業特購会謙繰轟金一一一…一一一皇幽蕊0秀需

◆除雪委託料一一督9一一…一臼φ・一一一・ゆ一・底圭玉oo薄賜
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。

今
園
は
、
機
構
改
革
に
俸
い
水
道
諜
が
廃
止
と
な
り
、

そ
の
業
務
を
含
め
た
形
で
建
設
繰
が
建
設
企
業
諜
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
諜
税
務
係
と
患
納
室
が
禽
併

し
税
務
会
計
諜
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
鐡
は
、
退
職
春
が
照
名
で
、
新
採
構
春
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
異
動
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
機
構
改
革
の

た
め
の
内
部
異
動
に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す
。
な
お
、

八
）
は
、
麟
職
で
す
。

遵
課
長
）
▼
維
持
係
長
・
津
端
薫

（
農
業
委
麟
会
係
長
）
▼
水
道
係
長
・

南
雲
裁
（
建
設
謙
林
業
係
長
〉

蓬
業
謬

▼
農
柑
難
備
係
長
・
佐
藤
三
雄
ハ
水

道
誤
水
道
係
長
）
▼
農
業
委
翼
会
係

長
・
佐
藤
敬
～
（
十
β
町
広
域
）
▼

農
政
係
・
佐
藤
功
（
東
憲
事
務
所
）

▼
農
政
係
・
久
保
灘
吉
弘
（
総
務
諜

財
政
係
〉

猿
興
遜

▼
総
禽
企
爾
係
長
・
南
雲
購
央
（
土

地
改
良
係
掻
）
▼
東
東
事
務
漸
勤
務
・

滝
沢
彰
宏
（
水
道
諜
下
水
遵
係
〉

凍
健
橿
祉
謬

▼
診
療
所
嶽
務
係
・
轟
橋
は
る
菜
（
総

務
謙
行
政
係
）
▼
診
療
所
庶
務
係
・
、

佐
藤
…
善
（
総
務
繰
行
政
係
）

【
税
務
会
欝
諜
｝

税
務
会
計
諜
長
・
相
沢
一
郎
（
患
納

窯
長
）
▼
会
議
係
長
・
鍛
辺
瞥
子

（
建
設
諜
建
設
係
）

【
護
会
事
務
局
綱

▼
議
会
事
務
局
長
・
佐
藤
明
彦
（
保

健
福
祇
諜
長
補
佐
）

【
教
賓
委
愚
会
繍

教
費
長
・
柳
能
弘
（
総
務
諜
長
）
▼

学
校
教
轡
係
・
久
保
照
雅
夫
（
総
務

繰
億
民
係
）
▼
派
遣
教
会
教
欝
窯
事
・

井
上
毒
夫

暮
灘

触
藤
宏
一
く
教
脊
長
）

串
島
鍵
一
（
議
会
事
務
局
長
）

小
野
塚
｝
栄
（
総
務
諜
長
補
佐
）

相
沢
美
代
子
（
産
業
繰
農
政
係
）
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東頸城
　ふるさと晃て1歩記・

　由奥ならではの闘放感

　　牧杓の秘湯ヂ鷹羽鉱象」

　
今
月
は
、
牧
村
か
ら
湯
の
盤
深
磁

荘
よ
り
さ
ら
に
山
奥
に
あ
る
鷹
羽
鉱

泉
を
紹
介
し
ま
す
。

　
鷹
羽
鉱
泉
の
名
の
窃
来
は
、
ケ
ガ

を
し
た
鷹
が
鉱
泉
に
つ
か
り
治
療
し

て
い
た
こ
と
か
ら
で
、
欝
く
は
江
芦

時
代
か
ら
湯
治
場
的
な
存
荏
と
し
て
、

地
域
の
人
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
鉱
泉
に
つ
か
る
こ
と
で
、
冷
え
性

や
リ
ウ
マ
チ
、
ア
ト
ピ
ー
な
ど
に
効

果
は
あ
り
、
ま
た
飲
む
こ
と
で
糖
嚴

病
に
も
よ
く
効
き
ま
す
．
こ
こ
の
集

質
に
こ
だ
わ
り
、
県
外
か
ら
訪
ね
て

く
る
お
客
さ
ん
も
あ
る
ほ
ど
で
す
．

　
霞
慢
の
露
天
風
畠
の
湯
ぶ
ね
か
ら

は
、
β
本
海
や
蕎
懸
平
聾
を
“
一
蟹
で

き
、
よ
く
晴
れ
た
欝
に
は
、
佐
渡
鶴

も
見
る
こ
と
が
で
き
濠
す
、
春
に
は

新
緑
、
秋
に
は
紅
葉
と
、
山
爽
な
ら

で
は
の
鯛
放
感
に
ひ
た
り
な
が
ら
見

る
霞
然
の
景
魚
は
気
に
入
る
こ
と
う

け
あ
い
で
す
。

　
鷹
羽
鉱
泉
の
料
理
は
、
付
近
の
出

か
ら
収
穫
し
て
き
た
旬
の
顛
菜
や
キ

ノ
コ
な
ど
が
使
わ
れ
て
お
り
、
季
籔

が
変
わ
る
度
に
違
っ
た
料
理
を
食
べ

ら
れ
る
こ
と
も
魅
力
の
｝
つ
で
す
．

　
冬
は
降
霧
の
た
め
に
営
業
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
五
肩
家
か
ら
十
…
月

の
中
旬
畷
ま
で
は
営
業
し
て
い
ま
す
．

宿
泊
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
鷹
羽
鉱

泉
で
湯
に
つ
か
っ
て
の
ん
び
り
し
た

後
は
、
深
山
荘
で
宿
泊
と
い
う
コ
ー

ス
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
お
問
い
禽
わ
せ
は
、
〇
二
五
五
ー

怨
一
竿
六
五
七
七
ま
で
．
み
な
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
家
す
。

平
成
牽
二
葎
第
一
鐡
の
町
議
会
定

姻
云
試
が
．
．
一
月
六
欝
か
ら
十
鷹
黛
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
園
は
平
成
十
、

年
度
補
難
予
算
や
条
鋼
薩
一
部
改
斑

と
鰯
建
、
平
成
十
聯
年
度
町
｝
般
会

誹
と
六
つ
の
特
別
会
誹
予
算
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
ひ

初
臼
は
、
報
管
事
項
や
奪
決
処
分
事

項
の
承
認
、
条
働
の
｝
部
改
疋
や
鰯

建
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
．
二
田
目
は

佐
藤
町
長
の
平
成
十
二
年
度
施
政
方

斜
が
行
わ
れ
た
後
、
　
、
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
七
名
の
議
襲
が
、
「
蟹

翻
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
瓢
新
奪
度
予
算

に
つ
て
』
「
編
祇
バ
ス
に
つ
い
て
嵐
な

ど
二
十
八
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
．

　
町
長
の
施
政
方
鋭
や
一
般
質
周
な

ど
詳
し
い
内
容
は
、
「
議
会
だ
よ
り
嘱

で
紹
介
さ
れ
ま
す
。
今
園
審
議
さ
れ

た
当
初
予
算
は
、
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
、

門
瓢
た
に
綱
簸
さ
れ
た
条
例
｝

▼
地
方
分
権
の
推
進
を
國
る
た
め
の

　
関
係
法
徳
の
整
備
等
に
関
す
る
法

　
律
の
施
行
に
俸
う
罰
則
の
整
備
に

　
関
す
る
条
佛

▼
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の

　
溺
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

　
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
鯛
の
整

　
備
に
騨
す
る
条
弼

▼
松
之
山
町
手
数
料
徴
収
条
鯛

▼
松
之
出
町
公
立
学
校
使
環
料
徴
収

　
条
例

▼
松
之
慮
町
介
護
保
険
門
滑
導
入
基

　
金
条
例

▼
松
之
山
町
介
護
給
付
準
備
墓
金
に

　
関
す
る
条
例

▼
松
之
山
町
介
護
保
険
条
例

▼
十
段
町
地
域
ニ
ュ
…
に
い
が
た
盤

　
翻
プ
ラ
ン
松
之
撮
ス
テ
ー
ジ
の
管

　
理
及
び
運
営
に
関
す
る
粂
例

▼
松
之
山
町
屠
竃
介
護
サ
逢
ビ
ス
箏

　
業
特
別
会
針
条
例

　　　・一般会謙補藍予算の主なもの

歳入
◆地方交慰税一・ゆ一9一…一二・・一一一一一・3728野田

◆榊幽賜地域総念整備事業分撹金・一虫一一…　憩焉欝驚

◆ス翻、リフ鞭鵬一一一・・一一賓一滋難oo珊

◆老人搬鹸補励金一一一・一一一一一△5159）鯛

◆毒地政撲事業燈・一一一一・一一虫・一一・・一・織弱0源周

歳出
◆聴有施設積立金一一一…一・一侮ゆ一一・‘一一4簿欝撃輿

◆発護保険需滑導入墓金積立金・一一一一磁27覇覇

◆廃鐙穫替バス運行費補助金ゆ一一一一一一・・一2の◎寿絹

◆祇会橿祉協議会補助金一一一一‘一・・一一一2麟薄総

◆概藤禽荘改修滋事費一一一一一一・…一一一860署飛

◆松之出診療漸勘建繰患金・・一一一一・一・一・一㈱ガ閂

◆獅潟判駒ス眺産緊繰糠事業補助金・磁393ヲ粥

◆県営麟繊聞地域総奮整備事業負握金・一一ρ鍍23源懸

◆下水遊事業特購会謙繰轟金一一一…一一一皇幽蕊0秀需

◆除雪委託料一一督9一一…一臼φ・一一一・ゆ一・底圭玉oo薄賜

ウ



ラーズチェックとオーストラリアドルを賃本円に替えた。

欝本円に替えたとき懐かしい感じがした。岡時にオースト

ラリアドルを手放さなくてはいけないという気持ちもあり、

少し寂しかったので、少し替えないで残しておいた。

　飛行機が患発する時、なんだかむなしかった、オースト

ラリアの家族と遜ごしたオーストラリアの地を離れると思

うと、寂しかった、だけど、またいつかオーストラリアの

家族の家を訪れようと患った。それがいつになるのか、い

つまた会えるのか考えると、遠い来来になりそうなのでむ

なしい気がした。

　飛行機の中で藏本のニュースや新聞を見聞きした，テレ

ビでニュースを見たとき、露本語でしゃべっていたので感

動した．オーストラリアにいるときから揖本の変化が気に

なっていたが、資本はいたって平鵜で、あまり大きな事件

など起こらなかったようなので少し、安心した。

　飛行機を降りると蒸し暑い賃本の気候が斑遡えてくれた．

こうやってみるとオーストラリアの方が揖本より遇ごしや

すいような気がする。成照空港で自宅に電謡をかけた。2

週閥ぶりに家族の声を闘いた，今霞の夕食は摺かを闘いた。

手巻き寿斑だと聞いた、…番食べたかったものを馬慧して

くれて嬉しかった。

　その後、電車、新幹線を乗り継いでふるさと会館に藩い

た、ふるさと会館では、お父さんとお緑さんが待って6て

くれた。車に乗ってから、オーストラリアの出来事をいろ

いろ蕗した。家に帰ってからも手巻き寿驚を農べながら

オーストラリアでの出来事を話した。疲れていたので次の

露にしたかった．よく考えると，この醸は購差が1時問あっ

たので25時問の目となった．なんかすごいな一と思った．

疲れるはずだと患った。

　家の人にオーストラリアのことを詣していると、オース

トラリアの家族のことが気になった。オーストラリアでは、

ホー一ムシックにならなかったが、総本に藩いてからオース

トラリアの家にホームシックになりそうになった、

珍一ストラリアの生徒たちといっしょに

ホストブラザーは見送ってくれました。

親切にしてもらったんだから、お礼を書わなくてはけない

のに、何を霧っていいか分からなくなってしまったり、泣

いてしまって声に鐵してお礼を露うことが畿來ませんでし

た。

　私はこの海外派遣で、ゴやさしさを忘れてはいけないμ侮

事も積極的にならなくてはいけない諜を得ることが患来た

と思います．この2つを実行することは難しい気がするけ

れど、オーストラリアでホームステイしたことをきっかけ

に窃分が変われたらいいなと思いました。

　私を受け入れてくれたホストファミリーにとても感謝し

ています．欝鷺闘は私にとって大切なβになりました。一

盤三忘れることが患来ない気がします。

　午後からは、市内観光でした。3～4人の班に分かれて

たくさんの窟に入りました。1ぎに入って気づいたことは、

made　沁　C嬢爺a　は安いけれど蹴を注（泌　鮫　A嫌鍵職1捻

　はすごく蕎かったです．

　この圭目は楽しいこと、悲しいことのたくさんある翔で

した。

オーストラリアホームシック

　　　　　研修最後の旧　（玉5鷺鋤

　　　　　　　松趨2隼　 滝沢徹鯉主

　今総は最終段だ。朝は飛行機の出発が皐いので、畢く趨

きた。朝食をとり、バスで窪港へ陶かった、窒港でトラベ

鷹い公園で属油先の子供達といっしょに

は、オーストラリアのダンス、ラインダンスを教えてもら

い、一緒に踊りました。8本からは、盆踊りを教えてホス

トファミリーも中に入ってもらい、楽しんでもらった．屋

外では、スイカ劃りをして楽しんでもらいました。このパー

テで一で旧本の遊びや文化を分かってもらえたと思うし、

ちゃんと伝えることが鐵来たと思います。発表が全部終

わった後は、それぞれに写翼を撮ったりして思い撮を修り

ました。家族、友遠とみんなで撮りました、

　私は、オーストラリア砺修の話が来て串込みをした時、

とても軽い気持ちでした。しかし、行くまでの補習を受け

ている間、外圏の入の家で実際に盤濡していけるか、私の

英語力でやっていけるのか正直心配でした。けれど、オー

ストラリアでは、すごく楽しい思い鐵がたくさん患来たし、

とても充実していました、侮かを成し遂げた達成感を得た

2週問でした．段本人とオーストラリアの人の文化や習横

など違うところはたくさんあったけれど、人間としての考

え方は一緒だなというのは、すごく実感しました．また行

きたいと思えるのは、ホストファミリーの人達の優しい心

があるからだと思うし、オーストラリアの人々の優しい心

があるからだと思いました。この濡動を通して学んだこと

はたくさんあります。iつ1つ心に残して、これからの生

浩に役立てていきたいと思います．

悲し恥別れ（越β縫〉

　　　　　　　松商2奪　樋資聡美

　今鷺は本盛にホストファミリーと最後の欝でした．朝か

らすごく悲しかったです．簸後だから私の好きなどアノの

楽譜をくれたり、たくさんの思い綴を謡したりしました。

私は今縫巖後だけど、もう…葱会えなくなるわけではない

ので、絶対泣かないで災って甥れたいと患っていました．

けれど、やっぱリオーストラリアの欝臼問のことを考える

と、携れるのがすごく峯くて泣いてしまいました．王2鷺繭、

初めて自分のホストファミリーに会った時、139問どうな

るんだろうと、かなり不安がありました，でも、私の誌を

理解してくれた時は、すごく嬉しかったです。夜は、ゲー

ムをやったりしました。少し難しいものもあって大変でし

た，休みの沼は、ねp＆簸Gseガーデンやゴールドコーストな

どに連れていってくれました。

　たった欝段問だったけど、一緒に過ごしているうちに1本

当の家族みたいな気がしました。オーストラリアに家族が

患来た感じですごく嬉しいです。

　お胴れの蒋、3（1分以、ヒ時聞があったはずなのに、すごく

短く感じました，ホストファザーは佳事のために来れなく

て少し寂しかったけど、ホストマザー、ホストシスター、

楽しかったF＆rewdl　party（ま3輩蝦〉

　　　　　　　　　卒業猛　滝沢千恵

　オーストラリアに行って2趨聞、いろんな思い出が鐵来

たけれど、なんといっても巖後の思い綴は、お劉れパー

ティーをしたことでした。その黛は、午前中に授業を受け、

放諜後に部屋の飾り付けをはじめました。離臼に期憲して

おいた鱗りなどを欝本風にアレンジしながら作りました．

部屋畢分はオーストラリア風の蘇りでした、そして、夜7

時からスタート．はじめは、みんな蘇り付けや写真を見て

楽しみました．そのうちにホストファミリーの人達からの

夕食がありました．どザでした．すごく美陳しかったです。

食べ終わった後、校長先盤から学校からのプレゼントと修

了証霧をもらいました．みんな拍手で逓えてくれて感激し

ました．

　校長先生からの話と菊漂先生のお礼の話があり、私たち

はアトラクションをはじめました。鶏本で練轟してきたこ

とを発表しました．リコーダーとピアノによるイエスタ

ディワンスモアを合奏しました。次に紙芝繕。みんなレノ

かり読めていて、すごく良い発表でした．そして、オース

トラリアの人達も参癩したアズキを箸でつかむゲームや、

畢鶴析り、けん玉など8本独特の患し物をしました。簸後

に2人羽織でみんなを楽しませました。歌は、午麟中の授

業で巖後に習った英語の激と繍本で練習してきた歌を1ヨ本

のみんなで歌いました。オーストラリアの人達は、みんな

上手だと書ってくれました。ホストファミリーの人達から

髭浪先の家族といっしょに
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ラーズチェックとオーストラリアドルを賃本円に替えた。

欝本円に替えたとき懐かしい感じがした。岡時にオースト

ラリアドルを手放さなくてはいけないという気持ちもあり、

少し寂しかったので、少し替えないで残しておいた。

　飛行機が患発する時、なんだかむなしかった、オースト

ラリアの家族と遜ごしたオーストラリアの地を離れると思

うと、寂しかった、だけど、またいつかオーストラリアの

家族の家を訪れようと患った。それがいつになるのか、い

つまた会えるのか考えると、遠い来来になりそうなのでむ

なしい気がした。

　飛行機の中で藏本のニュースや新聞を見聞きした，テレ

ビでニュースを見たとき、露本語でしゃべっていたので感

動した．オーストラリアにいるときから揖本の変化が気に

なっていたが、資本はいたって平鵜で、あまり大きな事件

など起こらなかったようなので少し、安心した。

　飛行機を降りると蒸し暑い賃本の気候が斑遡えてくれた．

こうやってみるとオーストラリアの方が揖本より遇ごしや

すいような気がする。成照空港で自宅に電謡をかけた。2

週閥ぶりに家族の声を闘いた，今霞の夕食は摺かを闘いた。

手巻き寿斑だと聞いた、…番食べたかったものを馬慧して

くれて嬉しかった。

　その後、電車、新幹線を乗り継いでふるさと会館に藩い

た、ふるさと会館では、お父さんとお緑さんが待って6て

くれた。車に乗ってから、オーストラリアの出来事をいろ

いろ蕗した。家に帰ってからも手巻き寿驚を農べながら

オーストラリアでの出来事を話した。疲れていたので次の

露にしたかった．よく考えると，この醸は購差が1時問あっ

たので25時問の目となった．なんかすごいな一と思った．

疲れるはずだと患った。

　家の人にオーストラリアのことを詣していると、オース

トラリアの家族のことが気になった。オーストラリアでは、

ホー一ムシックにならなかったが、総本に藩いてからオース

トラリアの家にホームシックになりそうになった、

珍一ストラリアの生徒たちといっしょに

ホストブラザーは見送ってくれました。

親切にしてもらったんだから、お礼を書わなくてはけない

のに、何を霧っていいか分からなくなってしまったり、泣

いてしまって声に鐵してお礼を露うことが畿來ませんでし

た。

　私はこの海外派遣で、ゴやさしさを忘れてはいけないμ侮

事も積極的にならなくてはいけない諜を得ることが患来た

と思います．この2つを実行することは難しい気がするけ

れど、オーストラリアでホームステイしたことをきっかけ

に窃分が変われたらいいなと思いました。

　私を受け入れてくれたホストファミリーにとても感謝し

ています．欝鷺闘は私にとって大切なβになりました。一

盤三忘れることが患来ない気がします。

　午後からは、市内観光でした。3～4人の班に分かれて

たくさんの窟に入りました。1ぎに入って気づいたことは、

made　沁　C嬢爺a　は安いけれど蹴を注（泌　鮫　A嫌鍵職1捻

　はすごく蕎かったです．

　この圭目は楽しいこと、悲しいことのたくさんある翔で

した。

オーストラリアホームシック

　　　　　研修最後の旧　（玉5鷺鋤

　　　　　　　松趨2隼　 滝沢徹鯉主

　今総は最終段だ。朝は飛行機の出発が皐いので、畢く趨

きた。朝食をとり、バスで窪港へ陶かった、窒港でトラベ

鷹い公園で属油先の子供達といっしょに

は、オーストラリアのダンス、ラインダンスを教えてもら

い、一緒に踊りました。8本からは、盆踊りを教えてホス

トファミリーも中に入ってもらい、楽しんでもらった．屋

外では、スイカ劃りをして楽しんでもらいました。このパー

テで一で旧本の遊びや文化を分かってもらえたと思うし、

ちゃんと伝えることが鐵来たと思います。発表が全部終

わった後は、それぞれに写翼を撮ったりして思い撮を修り

ました。家族、友遠とみんなで撮りました、

　私は、オーストラリア砺修の話が来て串込みをした時、

とても軽い気持ちでした。しかし、行くまでの補習を受け

ている間、外圏の入の家で実際に盤濡していけるか、私の

英語力でやっていけるのか正直心配でした。けれど、オー

ストラリアでは、すごく楽しい思い鐵がたくさん患来たし、

とても充実していました、侮かを成し遂げた達成感を得た

2週問でした．段本人とオーストラリアの人の文化や習横

など違うところはたくさんあったけれど、人間としての考

え方は一緒だなというのは、すごく実感しました．また行

きたいと思えるのは、ホストファミリーの人達の優しい心

があるからだと思うし、オーストラリアの人々の優しい心

があるからだと思いました。この濡動を通して学んだこと

はたくさんあります。iつ1つ心に残して、これからの生

浩に役立てていきたいと思います．

悲し恥別れ（越β縫〉

　　　　　　　松商2奪　樋資聡美

　今鷺は本盛にホストファミリーと最後の欝でした．朝か

らすごく悲しかったです．簸後だから私の好きなどアノの

楽譜をくれたり、たくさんの思い綴を謡したりしました。

私は今縫巖後だけど、もう…葱会えなくなるわけではない

ので、絶対泣かないで災って甥れたいと患っていました．

けれど、やっぱリオーストラリアの欝臼問のことを考える

と、携れるのがすごく峯くて泣いてしまいました．王2鷺繭、

初めて自分のホストファミリーに会った時、139問どうな

るんだろうと、かなり不安がありました，でも、私の誌を

理解してくれた時は、すごく嬉しかったです。夜は、ゲー

ムをやったりしました。少し難しいものもあって大変でし

た，休みの沼は、ねp＆簸Gseガーデンやゴールドコーストな

どに連れていってくれました。

　たった欝段問だったけど、一緒に過ごしているうちに1本

当の家族みたいな気がしました。オーストラリアに家族が

患来た感じですごく嬉しいです。

　お胴れの蒋、3（1分以、ヒ時聞があったはずなのに、すごく

短く感じました，ホストファザーは佳事のために来れなく

て少し寂しかったけど、ホストマザー、ホストシスター、

楽しかったF＆rewdl　party（ま3輩蝦〉

　　　　　　　　　卒業猛　滝沢千恵

　オーストラリアに行って2趨聞、いろんな思い出が鐵来

たけれど、なんといっても巖後の思い綴は、お劉れパー

ティーをしたことでした。その黛は、午前中に授業を受け、

放諜後に部屋の飾り付けをはじめました。離臼に期憲して

おいた鱗りなどを欝本風にアレンジしながら作りました．

部屋畢分はオーストラリア風の蘇りでした、そして、夜7

時からスタート．はじめは、みんな蘇り付けや写真を見て

楽しみました．そのうちにホストファミリーの人達からの

夕食がありました．どザでした．すごく美陳しかったです。

食べ終わった後、校長先盤から学校からのプレゼントと修

了証霧をもらいました．みんな拍手で逓えてくれて感激し

ました．

　校長先生からの話と菊漂先生のお礼の話があり、私たち

はアトラクションをはじめました。鶏本で練轟してきたこ

とを発表しました．リコーダーとピアノによるイエスタ

ディワンスモアを合奏しました。次に紙芝繕。みんなレノ

かり読めていて、すごく良い発表でした．そして、オース

トラリアの人達も参癩したアズキを箸でつかむゲームや、

畢鶴析り、けん玉など8本独特の患し物をしました。簸後

に2人羽織でみんなを楽しませました。歌は、午麟中の授

業で巖後に習った英語の激と繍本で練習してきた歌を1ヨ本

のみんなで歌いました。オーストラリアの人達は、みんな

上手だと書ってくれました。ホストファミリーの人達から

髭浪先の家族といっしょに
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東久留米甫と沖縄の

　　　　子どもたちが雪国体験

わくわく子ど彰

　　　スノーラント

浦雷地落中原
スノーモービルに乗って大よろこび

わが家の人気者翻

さ　や　か

紗也香ちゃん登場（2歳）
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棄
禦
都
東
久
留
米
市
と
沖
縄
の
子

瑛
た
ち
が
、
わ
く
わ
く
子
ど
も
ス

ノ
ー
ラ
ン
ド
で
蛍
鰯
体
験
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
こ
の
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
は
、
3
月
2
5

鷺
か
ら
雛
鍵
の
闘
棄
久
留
来
甫
の
子

供
た
ち
妬
人
、
沖
縄
の
子
供
た
ち
2
0

人
が
松
之
山
町
に
褻
脳
体
験
に
來
る

の
に
舎
わ
せ
て
浦
照
地
匿
の
中
漂
に

会
場
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
積
零

が
4
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
会
場
で
は
、

雲
を
利
期
し
て
ソ
リ
が
滑
れ
る
斜
瀬

や
、
大
き
な
迷
絡
、
2
㎞
以
飯
に
も

及
ぶ
零
上
車
体
験
コ
ー
ス
、
蟹
の
壁

で
で
き
た
食
堂
な
ど
が
雷
療
に
つ
く

ら
れ
ま
し
た
．
欝
薦
に
は
麟
夜
祭
と

し
て
、
歳
の
神
を
み
ん
な
で
つ
く
り
、

陪
く
な
る
の
を
問
っ
て
歳
の
神
を
燃

や
し
、
竿
に
ス
ル
メ
を
畠
し
残
り
火

で
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
器

β
に
は
松
之
山
町
の
子
供
た
ち
と
タ

イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
で
そ
り
乗
り
や
宝
探

沖縄の踊りを教えてくれました

鑓辺　昭・張遽さん二女

　　　松之出（鐙辺）

し
、
雲
の
壁
に
み
ん
な
で
絵
を
描
き

ま
し
た
．
午
後
か
ら
は
、
浦
朗
小
学

校
で
沖
縄
の
子
供
た
ち
と
山
留
太
鼓

や
沖
縄
の
踊
り
を
教
え
合
っ
た
り
、

お
互
い
の
鑑
括
の
織
子
を
報
管
し
衷

し
た
。

　
東
久
留
来
帯
と
沖
縄
の
子
供
た
ち

は
、
震
籔
体
験
を
思
う
存
分
味
わ
っ

て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　家では、「さや感とかヂさやか」

と呼ばれています。私はヂお父

しゃん、お母しゃん」と呼んでい

　お姉ちゃんと遊ぶ時間が多い

せいか今はやりのi歌謡醜が大好

きで、中でもヂモーニング娘3が

テレビに翻るとハシを片墨に

歌って踊りまくります。

　3縁に我が家にフグという子

犬が仲間入りしました．妹がで

きたようで嬉しくて、今はその

犬に夢中です．

【お母さんから一欝｝

　健康が第・一だと患っています。

持ち麟の明るさとひょうきんな

嫉格で、いろんな入を楽しませ

る、そんな女の子になってほし

いです、

下
布
川
雪
上
大
会

　
3
月
毘
霧
に
坪
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
…
を
会
場
に
下
布
川

地
賦
の
霧
L
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
セ
ン
タ
！
の
酌
に
つ
く
ら
れ
た

孤
場
で
カ
ン
釣
り
や
ヒ
モ
つ
な
ぎ
リ

レ
ー
な
ど
の
競
技
を
集
落
対
抗
で
行

い
ま
し
た
．
ヒ
モ
つ
な
ぎ
リ
レ
ー
で

は
、
麗
違
え
て
飽
の
チ
ー
ム
の
ヒ
モ

に
つ
な
ご
う
と
す
る
人
が
い
て
会
場

は
笑
い
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
最
後
の
競
技
讐
満
タ
ン
リ

レ
…
恥
は
、
一
升
び
ん
に
茶
わ
ん
で

水
を
一
杯
に
す
る
の
で
す
が
、
も
う

少
し
の
と
こ
ろ
で
、
水
が
驚
り
な
く

な
り
あ
わ
て
て
も
う
｝
杯
水
を
取
り

に
行
く
な
ど
白
熱
し
た
競
技
と
な
り

ま
し
た
。

　
下
帯
郷
地
鷹
は
全
部
で
覗
徴
帯
し

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
大
会
に
は

購
名
以
上
の
参
茄
蕎
が
あ
り
、
文
掌

ど
お
り
地
区
を
あ
げ
て
の
大
会
に

な
っ
て
い
ま
す
、

　
約
2
時
闘
ほ
ど
の
競
技
の
後
、
セ

ン
タ
…
で
、
子
ど
も
を
脅
め
た
参
頒

煮
念
．
異
で
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

カン釣り競技ではなかなか釣れない人も

蒙2

騰
繋鯉

欝

難
灘

　
、
響
、

今
シ
ー
ズ
ン
の

　
　
温
泉
ス
キ
ー
場
は

　
4
月
2
濤
に
今
シ
ー
ズ
ン
の
松
之

山
温
泉
ス
キ
ー
場
は
終
了
し
ま
し
た
．

　
今
シ
！
ズ
ン
を
振
り
退
る
と
ス

キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
が
1
2
月
廊
鷺
と
纏

年
よ
り
皐
く
闘
業
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
年
末
に
は
患
っ
た
ほ
ど
客
が

伸
び
ず
、
王
月
だ
け
の
離
奪
比
で
は
、

3
翻
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
．
し
か
し
、

2
月
に
は
、
鍛
週
の
よ
う
に
大
会
を

醐
催
し
て
全
体
的
に
は
醜
の
シ
ー
ズ

ン
よ
り
売
上
は
坤
び
ま
し
た
、
傾
両

と
し
て
は
、
お
客
の
畢
分
は
、
ス
ノ
ー

ボ
…
ド
と
な
っ
て
い
る
た
め
今
後
、

大
会
や
コ
ー
ス
設
定
は
よ
リ
ス
ノ
…

ボ
ー
ド
愛
好
潔
陶
け
の
も
の
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
茨
た
、
…
般
の
ス
キ
！
で
も
ジ
ャ

ン
プ
を
し
た
り
、
こ
ぶ
や
壁
を
乗
り

こ
な
す
な
ど
よ
り
自
慮
な
楽
し
み
方

が
、
著
春
の
流
行
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
温
泉
ス
キ
ー
場
で
も
ス
ノ
ーボーダークPス大会

スキーカーニバルのピエロに大よろこび

ボ
ー
ド
大
会
や
モ
…
グ
ル
大
会
、
複

数
で
ス
タ
ー
ト
し
て
入
賞
を
競
う

ボ
ー
ダ
ー
ク
償
ス
大
会
な
ど
を
闘
催

し
て
紺
応
し
て
い
ま
す
。
．

　
3
月
2
6
縫
に
は
、
駁
後
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
が
、

ア
ル
ペ
ン
大
会
と
岡
時
闘
催
で
脊
わ

れ
ま
し
た
、
薮
購
は
、
冬
に
溢
簾
り

の
あ
い
に
く
の
天
傑
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
大
勢
の
入
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
．

　
簸
近
の
ス
キ
…
産
業
は
、
例
奪
の

少
霧
や
ス
キ
ー
人
鷺
の
減
少
、
不
況

の
影
響
な
ど
で
、
各
地
で
著
戦
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
地

元
に
あ
る
ス
キ
…
場
で
す
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
大
勢
の
町
鋭
が
松
之
撫
温

泉
ス
キ
…
場
を
利
醗
し
、
冬
の
盤
濡

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
、

一
足
早
く

　
　
　
春
を
騒
け
に

　
3
月
3
環
に
浦
照
小
学
校
の
ー
・

2
奪
の
晃
童
が
芸
俸
の
n
月
か
ら
学

校
の
教
整
で
欝
て
て
い
た
、
サ
ク
ラ

草
の
鉢
を
地
区
内
各
施
設
に
麗
け
ま

し
た
。

　
浦
懸
小
学
校
で
は
、
麗
雛
｝
人
に

3
鉢
ず
つ
サ
ク
ラ
蕊
を
種
か
ら
酵
い

て
大
切
に
鷺
て
て
い
ま
し
た
、

　
簸
初
に
漏
け
た
老
人
保
健
施
設

「
稀
望
の
嬰
松
濡
園
」
で
は
、
み
ん

な
で
ひ
な
祭
り
の
行
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
一
簸
単
く
春
の
花
を
届
け

て
く
れ
た
子
供
た
ち
に
大
書
び
で
、

み
ん
な
で
一
緒
に
「
ひ
な
ま
つ
り
縣

の
歌
を
歌
い
家
し
た
。
そ
の
纏
に
も

農
協
や
郵
便
局
、
「
そ
ば
廼
ほ
ほ
え

み
」
に
麗
け
ま
し
た
。

サクラ薦を麗けました

大
盛
況
だ
っ
た

　
　
雪
割
草
展
示
会

　
3
角
の
漁
欝
と
2
0
総
の
2
縁
闘
潜

然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
露
割

薙
展
ぷ
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
来
場
潔
は
、
購
内
外
か
ら
廼
べ
約

1
2
0
0
人
で
し
た
。
会
場
に
は
2

5
0
欄
の
鱈
翻
草
の
鉢
が
展
承
さ
れ
、

膏
や
赤
、
冷
、
ビ
ン
ク
な
ど
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
雲
翻
草
は
、
花
が
咲
く
ま
で
4
葎

位
か
か
り
、
栽
壕
が
難
し
い
花
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
．
栽
塘
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
は
、
風
通
し
の
よ
い

置
き
場
瓶
を
選
び
、
輿
夏
の
藏
尉
田

光
に
は
充
分
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
．
会
舞
の
中
に
は
、

5
0
鉢
以
上
の
難
割
藁
を
栽
培
し
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

町
内
小
申
学
校

　
　
　
　
　
卒
業
式

　
3
月
8
紀
に
松
之
由
串
学
校
、
3

月
忽
鷺
に
は
町
内
各
小
学
校
の
卒
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
今
奪
の
卒
業

鑑
は
、
小
学
校
で
泌
名
、
中
学
校
で

認
名
で
し
た
．

　
松
之
山
中
学
校
の
楽
業
讃
霧
の
授

与
式
で
は
、
．
入
ひ
と
り
の
学
校
鷹

活
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
送
辞
と
箒
辞
の
後
に
は
そ

れ
ぞ
れ
筏
校
磁
と
卒
業
盤
の
禽
唱
が

披
露
さ
れ
厳
粛
な
雰
囲
氣
を
盛
り
L

げ
ま
し
た
．
式
の
後
は
、
窪
校
盗
と

父
兄
が
校
薩
に
並
び
挙
叢
撫
を
晃
送

り
ま
し
た
．
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東久留米甫と沖縄の

　　　　子どもたちが雪国体験

わくわく子ど彰

　　　スノーラント

浦雷地落中原
スノーモービルに乗って大よろこび

わが家の人気者翻

さ　や　か

紗也香ちゃん登場（2歳）
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棄
禦
都
東
久
留
米
市
と
沖
縄
の
子

瑛
た
ち
が
、
わ
く
わ
く
子
ど
も
ス

ノ
ー
ラ
ン
ド
で
蛍
鰯
体
験
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
こ
の
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
は
、
3
月
2
5

鷺
か
ら
雛
鍵
の
闘
棄
久
留
来
甫
の
子

供
た
ち
妬
人
、
沖
縄
の
子
供
た
ち
2
0

人
が
松
之
山
町
に
褻
脳
体
験
に
來
る

の
に
舎
わ
せ
て
浦
照
地
匿
の
中
漂
に

会
場
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
積
零

が
4
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
会
場
で
は
、

雲
を
利
期
し
て
ソ
リ
が
滑
れ
る
斜
瀬

や
、
大
き
な
迷
絡
、
2
㎞
以
飯
に
も

及
ぶ
零
上
車
体
験
コ
ー
ス
、
蟹
の
壁

で
で
き
た
食
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な
ど
が
雷
療
に
つ
く

ら
れ
ま
し
た
．
欝
薦
に
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麟
夜
祭
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し
て
、
歳
の
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み
ん
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つ
く
り
、

陪
く
な
る
の
を
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っ
て
歳
の
神
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燃
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し
、
竿
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ス
ル
メ
を
畠
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残
り
火

で
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い
て
食
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ま
し
た
。
ま
た
、
器

β
に
は
松
之
山
町
の
子
供
た
ち
と
タ

イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
で
そ
り
乗
り
や
宝
探

沖縄の踊りを教えてくれました

鑓辺　昭・張遽さん二女
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、
雲
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に
み
ん
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絵
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ま
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た
．
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後
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ら
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浦
朗
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縄
の
子
供
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ち
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山
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太
鼓

や
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縄
の
踊
り
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え
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た
り
、

お
互
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の
鑑
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。
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縄
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。
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　健康が第・一だと患っています。

持ち麟の明るさとひょうきんな

嫉格で、いろんな入を楽しませ

る、そんな女の子になってほし

いです、

下
布
川
雪
上
大
会

　
3
月
毘
霧
に
坪
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
…
を
会
場
に
下
布
川

地
賦
の
霧
L
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
セ
ン
タ
！
の
酌
に
つ
く
ら
れ
た

孤
場
で
カ
ン
釣
り
や
ヒ
モ
つ
な
ぎ
リ

レ
ー
な
ど
の
競
技
を
集
落
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．
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た
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茶
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濤
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、
傾
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と
し
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、
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の
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は
、
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ノ
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と
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い
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今
後
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大
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潔
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。
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よ
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。
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．
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．
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介
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．
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送
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．
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東京ボランティア・シンポジウムを醐催

　大地の芸徳祭では、地域内外で事業を支えていただくポ

ランティアスタッフを募集していますが、3月12顕、東窟

代宮由でボランティア・シン求ジウムが闘催されました。

ヂボランティアに代わる新しい呼び名はないか？まをテー

マに、東窟ボランティア綴織・小蛇隊を中心に約捻0名の

方々が参湘しました。

　嚢βは、パネ1ノストとして、ステキ発見の審査貴でもあ

り大地の芸備祭の写輿記録全般に関わっていただている写

真家の安斎重男さん、大地の芸衛祭のイベントアドバイ

ザーであるアートディレクターの漉谷勝海さん、松代ス

テージ・松之山ステージに関わっていただいている建築家

の松永英坤さん、小蛇隊を代褒して三輪さん、蕎橋さんが

討論いたしました。質疑応答の後、すでに活動している小

蛇隊のチームごとに劉れ、小蛇隊の活動内容について議論

が交わされました。小蛇隊のチーム編成は、アート潮作、

広報、語学、イベント、トリエンナーレセンター、グッズ、

出版、図灘・設計、ホームページからなり、初めて参繍さ

れた方から具体的な内容について質閥が鐵されました．

　また、今回のシンポジウム闘催により、ポランティア登

録をされた方は総勢250名を超え、大変な盛り上がりと

なっています。

越後妻有における小蛇隊の活動

　東窟での大地の芸術祭ボランティア組織である、妻有協

働連携綴織・小蛇隊が当地域に訪れました。3月忽臼から

27澱の4欝聞、約30名のメンバーがトリエンナー一レ十段

ボランティア・シンポジュウムに姶G名が串鷹

霊5

表参遵・新潟館ネスパスでのステキ発見震示会

町センターに含宿しながら、箋i際に：窺地を箆て、地域のみ

なさんと交涜をしながら事業のPRを行いました魯こ1れか

らも大地の芸術祭闘催までに地域のみなさんと膝をつき合

わせたお轡き合いを重ねていく予定となっています。

ボランティアを募集しています

　大地の芸衛祭実行委貴会では、今奪7月から9月のヂ大

地の芸衛祭」闘催に両け、楼々な場顕で事業をサポートし

ていただくボランティアを募集しています、

　作家の悸品凝作活』動を輻広く手伝ってもらうボ作家サ

ポートボランティア」、事業の様i子を写真・ビデオで詑録し

てもらうヂ記録撮影ボランティアま、大地の芸術祭醐鰹期間

中、事業の運営などをお黍伝いいただく「芸衛祭運営ボラ

ンティア蟻の3種類あります．

　お串し込み・お閤い合わせは大地の芸備祭事務周ぐ電話

Q257－57－2637）までご連絡ください。

表参道・新潟館ネスパスで

　　　　ステキ発見写真展などを開催

　3月24鷺から26βの3黛間、東窟の表参遜・薪潟餓ネ

スパスでゼステキ発見写真展・大地の芸衛祭パネ疹展承会達

が醐催され、大勢の方が入場しました。会場にはステキ発

見入選作贔100点、大地の芸爾祭作贔デザインなどを展示

し、事業及び越後妻有のP　Rを行いました。

　また，松代時と松之宙町主催のヂ藤の花写輿展」も岡1博

に1闘催され，ました。

　　　　　お問い合せ先

牽段町地域広域事務紛合企醐振興課

　　丁獲L　　O257　－　57　－　2637

　　F　A　X　　O257　－57　－　2285

松之山生灘学習だより
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その砲25隠

フレベール幼銀どうわ文康全20巻

　　　　　く朗読教室のみなさんよ轡寄贈）

繍
ヨ
ニ
簗
教
室

　
4
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
寵
は
、
「
醐
講

式
偏
と
「
名
前
点
呼
婦
で
す
。
獅
し

い
友
達
と
仲
喪
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
期
鷺
　
4
月
B
β
熟
火
）

▼
時
問
午
繭
9
時
～
隼
醐
H
時

▼
会
場
　
町
跳
体
脊
館

　
多
く
の
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
湯
鳥
大
学
が
今
奪
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
第
1
園
は
、
入
学

式
と
佐
藤
町
長
の
講
認
で
す
。

▼
期
β
　
5
月
n
臼
く
木
）

▼
時
間
　
午
崩
鐙
時
～
午
後
王
時

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

平成紛年度　教室・講座のご案内

▼▼▼すかす
会時期。つ“
場間爾

5
月
3
欝
〈
水
〉

午
麟
9
時
～

趨
然
休
養
粒
セ
ン
タ
…

事
業
内

　
　
4
6容
鑑
循

▼
懸
動
　
各
集
落
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
」

成
人
式
　
　
レ
」

　
欝
犠
の
著
煮
が
成
入
式
を
迎
え
ま

す
．
親
成
人
の
み
な
さ
ん
未
巣
に
尚

か
っ
て
限
り
な
い
活
躍
を
期
待
し
ま

～臼虫に個性を活かしてトライ1～

教塞・講鰹嶺 盤　　な　　内　　容 期　　　籍 対

現代おやじ学講座 子洪と一緒に楽しめる活動について学びます。 5月～王2月　年6翻
小中学翻
を持つ父褻

成人実絹講座 1士事以外にも得意な分野を作りましょう。 5月～H月　年6翻 20～65憲

女性ネットワーク餅修会 女惟二一ズに基づいた碕修会で楽しみましょう． 5月～難月　葎6翻 女　　性

湯鳥大学 松之山町のシルバーが元気に楽しく学びます． 5月～葺月　年7翻 65歳以上

自然体験教室 松之出町の豊かな自然に学びます。
　　　　　　　曜
5月～王瑚　年6園 中学盤まマ

生け花教室 由野箪をさり気なく盤活の中に取り入れます． 6月～i2月　年7園 丁醸搬
朗読教室 楽しく朗読を学び表現力を蕎めましょう． 4月～3月　年鴛翻

蹄　子ども～メ

エアロビクス教室 エアロビクスでさわやかに体を動かしましょう。 鯛～朋毎鰍曜羨 子ども～ブ

嵩少年野球教室 野球の技徳と協力性を学びます。 6月～鐙月9曜欝攣朝
　　　　　　　　層

小学4～∈

ジ黛ギング教室 皐朝さわやかに、マイペースで逢ります。 5月～9月
第2・4土曜段皐朝

幼兜～一舞

陶芸教室 土練りから自分の作贔を仕上げます。 6月～9月　8園
　掌

」墾一般
往交ダンス教室 楽しいダンスを学びます。 6月～8月　6回 L撮眠搬
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東京ボランティア・シンポジウムを醐催

　大地の芸徳祭では、地域内外で事業を支えていただくポ

ランティアスタッフを募集していますが、3月12顕、東窟

代宮由でボランティア・シン求ジウムが闘催されました。

ヂボランティアに代わる新しい呼び名はないか？まをテー

マに、東窟ボランティア綴織・小蛇隊を中心に約捻0名の

方々が参湘しました。

　嚢βは、パネ1ノストとして、ステキ発見の審査貴でもあ

り大地の芸備祭の写輿記録全般に関わっていただている写

真家の安斎重男さん、大地の芸衛祭のイベントアドバイ

ザーであるアートディレクターの漉谷勝海さん、松代ス

テージ・松之山ステージに関わっていただいている建築家

の松永英坤さん、小蛇隊を代褒して三輪さん、蕎橋さんが

討論いたしました。質疑応答の後、すでに活動している小

蛇隊のチームごとに劉れ、小蛇隊の活動内容について議論

が交わされました。小蛇隊のチーム編成は、アート潮作、

広報、語学、イベント、トリエンナーレセンター、グッズ、

出版、図灘・設計、ホームページからなり、初めて参繍さ

れた方から具体的な内容について質閥が鐵されました．

　また、今回のシンポジウム闘催により、ポランティア登

録をされた方は総勢250名を超え、大変な盛り上がりと

なっています。

越後妻有における小蛇隊の活動

　東窟での大地の芸術祭ボランティア組織である、妻有協

働連携綴織・小蛇隊が当地域に訪れました。3月忽臼から

27澱の4欝聞、約30名のメンバーがトリエンナー一レ十段

ボランティア・シンポジュウムに姶G名が串鷹

霊5

表参遵・新潟館ネスパスでのステキ発見震示会

町センターに含宿しながら、箋i際に：窺地を箆て、地域のみ

なさんと交涜をしながら事業のPRを行いました魯こ1れか

らも大地の芸術祭闘催までに地域のみなさんと膝をつき合

わせたお轡き合いを重ねていく予定となっています。

ボランティアを募集しています

　大地の芸衛祭実行委貴会では、今奪7月から9月のヂ大

地の芸衛祭」闘催に両け、楼々な場顕で事業をサポートし

ていただくボランティアを募集しています、

　作家の悸品凝作活』動を輻広く手伝ってもらうボ作家サ

ポートボランティア」、事業の様i子を写真・ビデオで詑録し

てもらうヂ記録撮影ボランティアま、大地の芸術祭醐鰹期間

中、事業の運営などをお黍伝いいただく「芸衛祭運営ボラ

ンティア蟻の3種類あります．

　お串し込み・お閤い合わせは大地の芸備祭事務周ぐ電話

Q257－57－2637）までご連絡ください。

表参道・新潟館ネスパスで

　　　　ステキ発見写真展などを開催

　3月24鷺から26βの3黛間、東窟の表参遜・薪潟餓ネ

スパスでゼステキ発見写真展・大地の芸衛祭パネ疹展承会達

が醐催され、大勢の方が入場しました。会場にはステキ発

見入選作贔100点、大地の芸爾祭作贔デザインなどを展示

し、事業及び越後妻有のP　Rを行いました。

　また，松代時と松之宙町主催のヂ藤の花写輿展」も岡1博

に1闘催され，ました。

　　　　　お問い合せ先

牽段町地域広域事務紛合企醐振興課

　　丁獲L　　O257　－　57　－　2637

　　F　A　X　　O257　－57　－　2285

松之山生灘学習だより
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現代おやじ学講座 子洪と一緒に楽しめる活動について学びます。 5月～王2月　年6翻
小中学翻
を持つ父褻

成人実絹講座 1士事以外にも得意な分野を作りましょう。 5月～H月　年6翻 20～65憲

女性ネットワーク餅修会 女惟二一ズに基づいた碕修会で楽しみましょう． 5月～難月　葎6翻 女　　性

湯鳥大学 松之山町のシルバーが元気に楽しく学びます． 5月～葺月　年7翻 65歳以上

自然体験教室 松之出町の豊かな自然に学びます。
　　　　　　　曜
5月～王瑚　年6園 中学盤まマ

生け花教室 由野箪をさり気なく盤活の中に取り入れます． 6月～i2月　年7園 丁醸搬
朗読教室 楽しく朗読を学び表現力を蕎めましょう． 4月～3月　年鴛翻

蹄　子ども～メ

エアロビクス教室 エアロビクスでさわやかに体を動かしましょう。 鯛～朋毎鰍曜羨 子ども～ブ

嵩少年野球教室 野球の技徳と協力性を学びます。 6月～鐙月9曜欝攣朝
　　　　　　　　層

小学4～∈

ジ黛ギング教室 皐朝さわやかに、マイペースで逢ります。 5月～9月
第2・4土曜段皐朝

幼兜～一舞

陶芸教室 土練りから自分の作贔を仕上げます。 6月～9月　8園
　掌

」墾一般
往交ダンス教室 楽しいダンスを学びます。 6月～8月　6回 L撮眠搬
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お知らせ一

松之撫町役場　費6－31訂

　
　
理
師
試
験
の

　
　
　
　
　
ご
案
内

受
験
資
格

　
中
学
校
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

　
め
ら
れ
る
も
の
で
、
調
理
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務
に

　
従
事
し
た
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験
が
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る

　
も
の

必
要
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理
踊
試
験
受
験
願
書

　
調
理
業
務
従
事
証
明
書

　
卒
業
証
明
馨
等

　
写
真

　
受
験
票

　
受
験
手
数
料
　
6
、
4
0
0
円

受
験
願
窟
提
出
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限

　
5
月
8
獄
か
ら
5
月
焉
9
ま
で

受
験
願
書
の
鍵
出
先

　
上
越
保
健
漸

試
験
会
場

上
越
市
繭
本
町
4
ー
銘
ー
5

　
　
　
　
　
上
越
市
冠
会
教
育
館

試
験
日
時

　
6
月
認
β
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
王
時
よ
り

願
書
、
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キ
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ト
の
取
扱
場
斯

　
朗
星
蕨
館
ハ
松
之
山
町
）

　
　
　
　
　
　
　
費
6
－
2
5
5
4

美
人
林

県
下
一
斉
探
鳥
会

β
時

　
5
月
M
8
（
研
）

　
午
蔚
4
時
30
分
～
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30
分

　
（
小
雨
決
行
・
串
込
不
要
）

場
斯

　
松
之
由
町
美
入
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（
集
合
場
所
　
美
人
林
駐
薫
場
）

対
象
者

　
酬
般
町
艮

　
（
億
し
、
小
学
生
は
保
護
餐
同
伴
の

　
こ
と
）

お
問
い
合
わ
せ

　
麓
山
健
　
懸
6
－
2
0
ユ
6

4
月
か
ら

介
護
保
険
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
峯
ト

①
介
護
保
険
に
は
、
船
歳
以
上
の
方

　
の
誰
も
が
煽
入
し
ま
す
。

　
　
菊
歳
以
上
の
方
は
介
護
保
険
料

　
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
介
護
保
険

　
劔
度
を
支
え
る
人
と
な
り
ま
す
。

②
介
護
保
険
料
は
健
康
保
険
料
の
中

に
禽
ま
れ
ま
す
．

　
4
0
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
方
は
、
今

ま
で
の
健
康
保
険
の
保
険
料
と
合
わ

せ
て
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
4
月
か
ら
の
健
康
保
険

料
に
は
介
護
保
険
料
が
奮
ま
れ
ま
す
．

③
介
護
保
険
料
も
原
則
と
し
て
事
業

説
の
方
に
串
額
負
挺
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
今
ま
で
の
健
康
保
険
料
と
岡
様
に
、

介
護
保
険
料
も
漂
則
と
し
て
事
業
虫

の
方
に
半
額
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

老
人
憩
い
の
家
の

定
休
日
の

　
　
変
更
に
つ
い
て

　
老
人
憩
い
の
家
の
定
休
鑓
は
、
現

荏
、
錘
週
月
曜
9
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
次
の
と
お
り
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

変
更
後
の
定
鉢
臼

　
4
～
難
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
磁
週
烹
・
β
曜
鷺

　
捻
月
～
3
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
錘
週
欝
曜
β

　
蔚
も
っ
て
串
込
が
あ
っ
た
場
含
は
、

土
・
9
曜
段
も
利
駕
で
き
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
ご
利
粥
く
だ
さ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
町
保
健
セ
ン
タ
葦

園
園
團
圏
圖

　
　
　
　
　
　
圃
因
回

　
簸
近
の
観
光
の
現
状
は
、
團
内
旅

行
も
海
外
旅
行
も
ほ
と
ん
ど
横
這
い

で
き
て
い
ま
す
。
海
外
旅
行
奢
数
は
、

九
十
八
年
度
の
数
字
で
隼
問
千
五
醤

八
十
万
人
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
だ

い
た
い
遍
豫
五
年
坤
び
簸
み
状
態
で

横
遣
い
か
ら
少
し
下
が
り
始
め
て
い

ま
す
。

　
團
内
の
宿
浪
渚
数
は
、
三
億
千
八

否
七
十
三
万
人
で
、
こ
ち
ら
も
五
年

聞
横
這
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
海
外

旅
行
よ
り
や
や
畢
く
下
が
り
始
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
族
行
市
場
は
、

ざ
っ
と
十
一
兆
六
千
八
颪
五
十
億
円

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
こ
の
横
透
い
状
態
の
中
で
、

中
身
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る

か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
慰
安
旅
行
は

減
少
し
、
人
の
財
布
（
会
祇
等
の
法

人
）
で
族
行
す
る
こ
と
か
ら
自
分
の

財
布
で
簾
行
す
る
、
家
躾
中
心
の
小

グ
ル
ー
プ
の
旅
行
が
増
え
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
圧
倒
的
に
温
泉
籔
行
は

人
気
が
あ
り
ま
す
．
過
去
十
年
間
で

慰
安
旅
行
は
か
な
り
落
ち
込
ん
で
お

り
、
こ
れ
に
対
し
欄
人
の
方
は
、
潟

泉
浴
と
自
然
風
景
を
見
る
と
い
う
傾

ま
ち
づ
く
り

N◎．71

向
で
や
や
檸
び
て
き
て
い
ま
す
。

　
旅
行
先
の
行
動
は
、
温
泉
浴
と
自

然
風
景
を
見
る
こ
と
が
二
大
行
動
で
、

つ
い
で
名
所
旧
跡
、
特
産
母
、
飲
食
、

そ
れ
か
ら
公
園
と
か
施
設
見
学
で
す
。

全
体
か
ら
読
み
と
れ
る
の
は
、
自
然

志
両
、
温
泉
志
向
な
ど
癒
し
の
傾
両

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

数
宇
的
に
も
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い

ま
す
．

　
交
通
黍
段
と
し
て
は
、
自
家
罵
薫

が
全
体
の
五
十
二
％
を
超
え
、
飛
行

機
は
や
や
傭
び
て
い
ま
す
。
特
に
飛

行
機
は
激
安
の
チ
ケ
ッ
ト
が
魅
力
で
、

團
内
簾
行
で
坤
び
て
い
る
の
は
、
北

海
道
の
颪
三
十
％
増
と
沖
縄
の
再
五

十
％
増
で
後
は
み
ん
な
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。

　
旅
館
の
デ
ー
タ
ー
で
は
、
五
月
宋

に
ま
と
め
た
全
騒
千
軒
の
簾
館
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
九
十
三
％
の

旅
館
が
昨
年
と
比
較
す
る
と
落
ち
込

ん
で
い
て
、
残
り
は
坤
び
て
い
る
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　
観
光
地
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
二
十

葎
か
ら
三
十
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
考
え
て
み
る
と
建
物
を
一

妻6

自
衛
隊

　
　
幹
部
候
補
生
募
集

　
防
衛
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
虜
衛

富
（
幹
部
候
補
盤
）
を
募
集
し
ま
す
。

《
｝
般
・
技
衛
》

受
付
期
間

　
4
月
紛
籏
匁
5
月
捻
β

試
験

　
三
次
試
験

　
　
5
月
2
7
鷺
（
土
）
筆
記
試
験

　
　
5
月
認
撫
く
臼
）

　
　
　
　
　
飛
行
要
員
希
望
看
の
み

膳
募
資
格

　
臼
本
飼
籍
を
有
し
、
平
成
娼
年
4

　
月
1
撫
現
在
、
22
歳
以
上
2
6
歳
未

　
満
で
大
学
挙
業
程
度
の
学
力
を
蕎

　
す
る
審
。

　
大
学
院
修
士
諜
程
修
了
者
（
見
込

　
み
）
に
つ
い
て
は
2
2
歳
以
上
認
歳

　
未
満
。

《
医
科
・
歯
科
・
薬
剤
》

受
鍾
期
間

　
4
月
動
o
縫
～
5
月
毘
藏

試
験

　
1
次
試
験

　
　
5
月
貿
揖
（
土
〉
筆
記
試
験

応
募
資
格

　
欝
本
麟
籍
を
有
し
、
平
成
招
年
4

　
月
1
欝
環
往
、
医
科
及
び
鹸
科
幹

　
部
候
補
鷹
に
つ
い
て
は
、
．
専
門
の

　
大
学
摩
（
見
込
み
）
鍛
歳
以
上
薬

　
剤
幹
部
候
補
生
に
つ
い
て
は
、
専

　
門
大
学
卒
（
見
込
み
）
で
2
2
歳
以

　
上
2
6
歳
来
満
の
濤
（
薬
剤
修
士
取

　
得
者
は
％
歳
未
満
）

お
問
い
合
わ
せ

　
霞
衛
隊
高
鶏
募
集
事
務
所

　
鶯
0
2
5
5
－
2
3
－
5
5
王
9

る
と
岡
時
に
園
践
年
金
の
撫
入
種
溺

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
「
種
馴
変
更
協

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
、

　
手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
と
将
来
葎

金
が
も
ら
え
な
い
場
禽
が
あ
り
ま
す
。

　
欝
分
の
将
来
の
た
め
に
も
葎
金
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
　
ハ
趨

＼＼
轟
想
）
”
訳
．
α

・
唆
講
扮

㊥

農
業
者
年
金
の
受
給
書
の
方
へ

現
況
届
の
提
出
期
限
の

変
更
等
に
つ
い
て

　
農
業
巻
年
金
の
受
給
麿
の
方
が
海

年
提
出
す
る
現
況
麗
の
内
容
が
、
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

①
提
出
期
限
の
変
更

　
こ
れ
ま
で
の
錘
年
3
月
雛
田
の
提

　
出
期
隈
は
、
今
隼
か
ら
6
月
3
0
β

　
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴

　
い
現
況
届
の
屠
紙
は
5
月
末
β
ま

　
で
に
送
付
し
ま
す
。

②
盗
存
証
明
の
廃
止

　
こ
れ
ま
で
の
現
溌
臆
の
際
に
必
要

つ
建
て
て
、
「
は
い
、
観
光
地
が
完
成

し
ま
し
た
、
｝
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
今
の
観
光
客
は
、
町
歩
き

と
か
撫
歩
き
と
い
っ
た
町
全
体
の
景

観
や
雰
霞
気
を
味
わ
い
に
来
ま
す
。

そ
う
な
る
と
道
も
癒
し
の
窪
聞
と
な

り
ま
す
。
こ
の
辺
り
を
直
す
と
二
十

隼
や
三
十
年
は
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。　

日
本
の
人
欝
の
ピ
…
ク
は
二
千
二

十
隼
で
、
そ
れ
以
降
ど
ん
ど
ん
蕎
齢

化
し
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
将
来
大

変
な
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、
二
十
年

後
に
人
欝
も
減
り
商
齢
化
し
て
い
く

人
鶯
動
陶
か
ら
も
推
量
さ
れ
ま
す
。

今
ど
こ
も
財
政
難
で
で
あ
り
ま
す
が
、

今
手
を
打
た
な
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
の
は
、
観
光
地
だ
け
に
限
ら
ず
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
い
え
る
と

思
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
東
憲
事
務
所
　
佐
藤

会
社
を
退
職
し
た
あ
な
た

国
浅
年
金
の
手
続
き
は

　
　
　
お
済
み
で
す
か

会
祇
に
お
勤
め
の
方
は
、
退
職
す

1鰍

‘蓼塁、

〆蒸箆

蟹鍵

翻
諜
勝

　
憾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礎

　
　
　
叉

　
　
凝
　
　
　
翻

　
　
、
声
昏

轟
琴
嚢
〆

で
あ
っ
た
町
長
に
よ
る
盤
存
証
明

は
廃
慮
し
、
受
給
権
春
本
人
が

「
署
名
』
（
本
人
の
署
名
が
照
難
な

場
合
は
、
代
理
人
く
親
族
等
）
が

署
名
等
）
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
町
農
業
委
員
会

　
摩
生
省
で
は
人
口
動
態
調
萱
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

出
生
や
死
立
の
状
混
を
調
べ
る
も
の

で
す
。
今
年
は
園
勢
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
こ
の
年
に
は
履
出
に
職
業

の
記
入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
町
役
場
で
出
盗
届
・
死
亡
届
・
死

産
届
・
婚
姻
届
・
離
婚
層
を
さ
れ
る

方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
闘

　
平
成
捻
年
4
月
王
臼
か
ら

　
焉
年
3
月
雛
日
ま
で
の
玉
薙
間

舗
資
対
象
嵩

　
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
・
離
婚
届
を

　
出
さ
れ
る
方
々

調
査
方
法

　
各
旙
出
書
を
出
さ
れ
る
と
き
に
、

　
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
記
入
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
麗
に

　
は
、
産
業
も
記
入
し
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

摩
盤
省
大
翫
嘗
虜
統
計
惰
報
部

　
　
　
　
　
　
　
人
口
動
態
統
計
諜
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理
師
試
験
の

　
　
　
　
　
ご
案
内

受
験
資
格

　
中
学
校
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

　
め
ら
れ
る
も
の
で
、
調
理
業
務
に

　
従
事
し
た
経
験
が
2
年
以
上
あ
る

　
も
の

必
要
轡
類

　
調
理
踊
試
験
受
験
願
書

　
調
理
業
務
従
事
証
明
書

　
卒
業
証
明
馨
等

　
写
真

　
受
験
票

　
受
験
手
数
料
　
6
、
4
0
0
円

受
験
願
窟
提
出
期
限

　
5
月
8
獄
か
ら
5
月
焉
9
ま
で

受
験
願
書
の
鍵
出
先

　
上
越
保
健
漸

試
験
会
場

上
越
市
繭
本
町
4
ー
銘
ー
5

　
　
　
　
　
上
越
市
冠
会
教
育
館

試
験
日
時

　
6
月
認
β
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
王
時
よ
り

願
書
、
テ
キ
ス
ト
の
取
扱
場
斯

　
朗
星
蕨
館
ハ
松
之
山
町
）

　
　
　
　
　
　
　
費
6
－
2
5
5
4

美
人
林

県
下
一
斉
探
鳥
会

β
時

　
5
月
M
8
（
研
）

　
午
蔚
4
時
30
分
～
7
時
30
分

　
（
小
雨
決
行
・
串
込
不
要
）

場
斯

　
松
之
由
町
美
入
林

　
（
集
合
場
所
　
美
人
林
駐
薫
場
）

対
象
者

　
酬
般
町
艮

　
（
億
し
、
小
学
生
は
保
護
餐
同
伴
の

　
こ
と
）

お
問
い
合
わ
せ

　
麓
山
健
　
懸
6
－
2
0
ユ
6

4
月
か
ら

介
護
保
険
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
峯
ト

①
介
護
保
険
に
は
、
船
歳
以
上
の
方

　
の
誰
も
が
煽
入
し
ま
す
。

　
　
菊
歳
以
上
の
方
は
介
護
保
険
料

　
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
介
護
保
険

　
劔
度
を
支
え
る
人
と
な
り
ま
す
。

②
介
護
保
険
料
は
健
康
保
険
料
の
中

に
禽
ま
れ
ま
す
．

　
4
0
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
方
は
、
今

ま
で
の
健
康
保
険
の
保
険
料
と
合
わ

せ
て
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
4
月
か
ら
の
健
康
保
険

料
に
は
介
護
保
険
料
が
奮
ま
れ
ま
す
．

③
介
護
保
険
料
も
原
則
と
し
て
事
業

説
の
方
に
串
額
負
挺
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
今
ま
で
の
健
康
保
険
料
と
岡
様
に
、

介
護
保
険
料
も
漂
則
と
し
て
事
業
虫

の
方
に
半
額
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

老
人
憩
い
の
家
の

定
休
日
の

　
　
変
更
に
つ
い
て

　
老
人
憩
い
の
家
の
定
休
鑓
は
、
現

荏
、
錘
週
月
曜
9
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
次
の
と
お
り
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

変
更
後
の
定
鉢
臼

　
4
～
難
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
磁
週
烹
・
β
曜
鷺

　
捻
月
～
3
月
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
錘
週
欝
曜
β

　
蔚
も
っ
て
串
込
が
あ
っ
た
場
含
は
、

土
・
9
曜
段
も
利
駕
で
き
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
ご
利
粥
く
だ
さ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
町
保
健
セ
ン
タ
葦

園
園
團
圏
圖

　
　
　
　
　
　
圃
因
回

　
簸
近
の
観
光
の
現
状
は
、
團
内
旅

行
も
海
外
旅
行
も
ほ
と
ん
ど
横
這
い

で
き
て
い
ま
す
。
海
外
旅
行
奢
数
は
、

九
十
八
年
度
の
数
字
で
隼
問
千
五
醤

八
十
万
人
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
だ

い
た
い
遍
豫
五
年
坤
び
簸
み
状
態
で

横
遣
い
か
ら
少
し
下
が
り
始
め
て
い

ま
す
。

　
團
内
の
宿
浪
渚
数
は
、
三
億
千
八

否
七
十
三
万
人
で
、
こ
ち
ら
も
五
年

聞
横
這
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
海
外

旅
行
よ
り
や
や
畢
く
下
が
り
始
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
族
行
市
場
は
、

ざ
っ
と
十
一
兆
六
千
八
颪
五
十
億
円

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
こ
の
横
透
い
状
態
の
中
で
、

中
身
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る

か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、
慰
安
旅
行
は

減
少
し
、
人
の
財
布
（
会
祇
等
の
法

人
）
で
族
行
す
る
こ
と
か
ら
自
分
の

財
布
で
簾
行
す
る
、
家
躾
中
心
の
小

グ
ル
ー
プ
の
旅
行
が
増
え
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
圧
倒
的
に
温
泉
籔
行
は

人
気
が
あ
り
ま
す
．
過
去
十
年
間
で

慰
安
旅
行
は
か
な
り
落
ち
込
ん
で
お

り
、
こ
れ
に
対
し
欄
人
の
方
は
、
潟

泉
浴
と
自
然
風
景
を
見
る
と
い
う
傾

ま
ち
づ
く
り

N◎．71

向
で
や
や
檸
び
て
き
て
い
ま
す
。

　
旅
行
先
の
行
動
は
、
温
泉
浴
と
自

然
風
景
を
見
る
こ
と
が
二
大
行
動
で
、

つ
い
で
名
所
旧
跡
、
特
産
母
、
飲
食
、

そ
れ
か
ら
公
園
と
か
施
設
見
学
で
す
。

全
体
か
ら
読
み
と
れ
る
の
は
、
自
然

志
両
、
温
泉
志
向
な
ど
癒
し
の
傾
両

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

数
宇
的
に
も
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い

ま
す
．

　
交
通
黍
段
と
し
て
は
、
自
家
罵
薫

が
全
体
の
五
十
二
％
を
超
え
、
飛
行

機
は
や
や
傭
び
て
い
ま
す
。
特
に
飛

行
機
は
激
安
の
チ
ケ
ッ
ト
が
魅
力
で
、

團
内
簾
行
で
坤
び
て
い
る
の
は
、
北

海
道
の
颪
三
十
％
増
と
沖
縄
の
再
五

十
％
増
で
後
は
み
ん
な
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。

　
旅
館
の
デ
ー
タ
ー
で
は
、
五
月
宋

に
ま
と
め
た
全
騒
千
軒
の
簾
館
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
九
十
三
％
の

旅
館
が
昨
年
と
比
較
す
る
と
落
ち
込

ん
で
い
て
、
残
り
は
坤
び
て
い
る
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　
観
光
地
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
二
十

葎
か
ら
三
十
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
考
え
て
み
る
と
建
物
を
一

妻6

自
衛
隊

　
　
幹
部
候
補
生
募
集

　
防
衛
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
虜
衛

富
（
幹
部
候
補
盤
）
を
募
集
し
ま
す
。

《
｝
般
・
技
衛
》

受
付
期
間

　
4
月
紛
籏
匁
5
月
捻
β

試
験

　
三
次
試
験

　
　
5
月
2
7
鷺
（
土
）
筆
記
試
験

　
　
5
月
認
撫
く
臼
）

　
　
　
　
　
飛
行
要
員
希
望
看
の
み

膳
募
資
格

　
臼
本
飼
籍
を
有
し
、
平
成
娼
年
4

　
月
1
撫
現
在
、
22
歳
以
上
2
6
歳
未

　
満
で
大
学
挙
業
程
度
の
学
力
を
蕎

　
す
る
審
。

　
大
学
院
修
士
諜
程
修
了
者
（
見
込

　
み
）
に
つ
い
て
は
2
2
歳
以
上
認
歳

　
未
満
。

《
医
科
・
歯
科
・
薬
剤
》

受
鍾
期
間

　
4
月
動
o
縫
～
5
月
毘
藏

試
験

　
1
次
試
験

　
　
5
月
貿
揖
（
土
〉
筆
記
試
験

応
募
資
格

　
欝
本
麟
籍
を
有
し
、
平
成
招
年
4

　
月
1
欝
環
往
、
医
科
及
び
鹸
科
幹

　
部
候
補
鷹
に
つ
い
て
は
、
．
専
門
の

　
大
学
摩
（
見
込
み
）
鍛
歳
以
上
薬

　
剤
幹
部
候
補
生
に
つ
い
て
は
、
専

　
門
大
学
卒
（
見
込
み
）
で
2
2
歳
以

　
上
2
6
歳
来
満
の
濤
（
薬
剤
修
士
取

　
得
者
は
％
歳
未
満
）

お
問
い
合
わ
せ

　
霞
衛
隊
高
鶏
募
集
事
務
所

　
鶯
0
2
5
5
－
2
3
－
5
5
王
9

る
と
岡
時
に
園
践
年
金
の
撫
入
種
溺

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
「
種
馴
変
更
協

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
、

　
手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
と
将
来
葎

金
が
も
ら
え
な
い
場
禽
が
あ
り
ま
す
。

　
欝
分
の
将
来
の
た
め
に
も
葎
金
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
　
ハ
趨

＼＼
轟
想
）
”
訳
．
α

・
唆
講
扮

㊥

農
業
者
年
金
の
受
給
書
の
方
へ

現
況
届
の
提
出
期
限
の

変
更
等
に
つ
い
て

　
農
業
巻
年
金
の
受
給
麿
の
方
が
海

年
提
出
す
る
現
況
麗
の
内
容
が
、
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

①
提
出
期
限
の
変
更

　
こ
れ
ま
で
の
錘
年
3
月
雛
田
の
提

　
出
期
隈
は
、
今
隼
か
ら
6
月
3
0
β

　
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴

　
い
現
況
届
の
屠
紙
は
5
月
末
β
ま

　
で
に
送
付
し
ま
す
。

②
盗
存
証
明
の
廃
止

　
こ
れ
ま
で
の
現
溌
臆
の
際
に
必
要

つ
建
て
て
、
「
は
い
、
観
光
地
が
完
成

し
ま
し
た
、
｝
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
今
の
観
光
客
は
、
町
歩
き

と
か
撫
歩
き
と
い
っ
た
町
全
体
の
景

観
や
雰
霞
気
を
味
わ
い
に
来
ま
す
。

そ
う
な
る
と
道
も
癒
し
の
窪
聞
と
な

り
ま
す
。
こ
の
辺
り
を
直
す
と
二
十

隼
や
三
十
年
は
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。　

日
本
の
人
欝
の
ピ
…
ク
は
二
千
二

十
隼
で
、
そ
れ
以
降
ど
ん
ど
ん
蕎
齢

化
し
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
将
来
大

変
な
こ
と
に
な
る
こ
と
は
、
二
十
年

後
に
人
欝
も
減
り
商
齢
化
し
て
い
く

人
鶯
動
陶
か
ら
も
推
量
さ
れ
ま
す
。

今
ど
こ
も
財
政
難
で
で
あ
り
ま
す
が
、

今
手
を
打
た
な
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
の
は
、
観
光
地
だ
け
に
限
ら
ず
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
い
え
る
と

思
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
東
憲
事
務
所
　
佐
藤

会
社
を
退
職
し
た
あ
な
た

国
浅
年
金
の
手
続
き
は

　
　
　
お
済
み
で
す
か

会
祇
に
お
勤
め
の
方
は
、
退
職
す

1鰍

‘蓼塁、

〆蒸箆

蟹鍵

翻
諜
勝

　
憾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礎

　
　
　
叉

　
　
凝
　
　
　
翻

　
　
、
声
昏

轟
琴
嚢
〆

で
あ
っ
た
町
長
に
よ
る
盤
存
証
明

は
廃
慮
し
、
受
給
権
春
本
人
が

「
署
名
』
（
本
人
の
署
名
が
照
難
な

場
合
は
、
代
理
人
く
親
族
等
）
が

署
名
等
）
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
町
農
業
委
員
会

　
摩
生
省
で
は
人
口
動
態
調
萱
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

出
生
や
死
立
の
状
混
を
調
べ
る
も
の

で
す
。
今
年
は
園
勢
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
こ
の
年
に
は
履
出
に
職
業

の
記
入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
町
役
場
で
出
盗
届
・
死
亡
届
・
死

産
届
・
婚
姻
届
・
離
婚
層
を
さ
れ
る

方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
闘

　
平
成
捻
年
4
月
王
臼
か
ら

　
焉
年
3
月
雛
日
ま
で
の
玉
薙
間

舗
資
対
象
嵩

　
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
・
離
婚
届
を

　
出
さ
れ
る
方
々

調
査
方
法

　
各
旙
出
書
を
出
さ
れ
る
と
き
に
、

　
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
記
入
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
麗
に

　
は
、
産
業
も
記
入
し
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

摩
盤
省
大
翫
嘗
虜
統
計
惰
報
部

　
　
　
　
　
　
　
人
口
動
態
統
計
諜

f7



I
o
D
q
ト
ー

ま
つ
の
や
ま
文
芸

俳
句

　進下
　級駄
　の箱
　タに
　餉園
松戸に児

之添の
山へ忘
（るれ
繭土し
　筆つ
薦和く
〉　し
葛　ん
沢　ぽ

花
好
き
の
交
換
も
し
て
菊
根
分

菩
柳
や
小
さ
き
流
れ
も
葛
ま
拶
来

　
　
　
　
松
之
山
（
松
　
屋
V
佐
藤

秀
女

節
女

諏
意
態
謝
し
ま
す

｝

ξ
…
ー
…
…
き
ー
i
一

　
　
町
益
会
幅
祇
協
議
会
に
ご
欝
付
が

　
あ
り
豪
し
た
。
町
の
篠
竃
橘
勧
陶
上
㎜

　
の
た
め
に
活
駕
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
・

　
▼
小
谷
篠
康
俊
彦
様

　
　
　
　
　
　
皿
○
○
、
○
○
○
円

｝｛

雲
積
み
て
祝
う
卒
業
大
の
字
で

卒
業
生
煮
り
し
窓
辺
に
春
暢
ざ
し

　
　
　
　
松
之
山
（
高
松
屋
）
醗
部
朝
女

綾
岸
来
と
雪
圏
人
に
春
兆
す

春
の
雪
浅
ら
れ
て
杉
の
匂
ひ
濃
し

　
　
　
　
小
　
谷
（
栄
　
や
）
　
鈴
木

俊
一

こよみ
2613　スキーカーニバ序

◇4月15β～5月絵欝の予定

16蕪　松之昌衰鍵泉ク｛コスカン

　　　トリースキー大会

23鍵幾総資料館会館

29鷺クリーン大作戦

3欝　成入式

◇3月の畠来事

2縫　松嵩卒業式

6疑　議会定捗彗会三4欝まで

8a松之趣蓼学校卒業式

2三8　津南斎場始動式

24藻　母1内小学校卒業式

夢
日
記
よ
り

　
　
2
眉
3
月
と
懸
が
降
り
続
き
ま

　
し
た
が
、
よ
う
や
く
春
ら
し
く
な
っ

　
て
き
ま
し
た
。
春
と
い
え
ば
、
今
奪

，
は
杉
花
粉
が
大
量
に
窪
気
中
を
舞

　
う
よ
う
で
す
．
こ
れ
は
、
昨
年
の
夏

　
の
餓
娯
が
暑
か
っ
た
た
め
で
す
。
今

　
ま
で
花
粉
症
で
な
か
っ
た
人
で
も

　
突
然
か
か
る
ら
し
い
で
す
の
で
、
漉

　
意
し
て
く
だ
さ
い
、
と
い
っ
て
も
、

　
完
金
に
藏
す
方
法
は
な
い
よ
う
で
、

花
粉
が
舞
う
餉
に
攣
め
に
お
撮
麿

さ
ん
に
か
か
り
、
薬
を
服
胴
す
る
し

か
な
い
よ
う
で
す
．
蕾
は
こ
ん
な
病

氣
は
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
が
、
せ
っ
か
く
の
春
が
憂
欝
に
な

り
ま
す
．

聾8

圓圃回團
おめでた（出生）

慧斗ちゃん　輝山孝宏・佳美さん

　　　　　　　　松之山（町営住宅〉

葵ち衡ん　窃施噸治・勝美さん

　　　　　　　　　黒倉〈九凝ヱ門）

航太ちゃん　高橋浩平・良子さん

　　　　　　　　松之山（町営住竃〉

おくやみ（死亡〉

小見　カズさん　83歳　蕪　禽（萌　）

材由　マツさん　98歳　橋　議（新　屋〉

村由　　嬉さん　67歳　松之由（由根屋）

丸灘　　茂さん　77歳　藤　倉（試蔵屋〉

壌3肩瀬から3月3総までσ）届出分です．

＊広報に載せてほしくない方は、届患の時に

窓鷺にお謡ください．

⑳◎愚㊧
　　　　　　3月3鳳凝鞍
総人籍　3，雛6入（一n）

　男玉，565入（…6）

　女玉，68箋人（…5）

盤帯数　王，128拶（牽3）

　　　（〉内は融層との比較

町民憲章諺欝翼5、3彗，7弄彗綱定

　わたしたちは松之山町民です。郷烹を愛し

　みんなでよりよい町づくりをしよう、

町民の合欝葉

　　王、美しい緑と欝の中で

　　　　　　　　七・豊かな入、になろう

　　1、ブナの楼が触れ含うように

　　　　　　　　連｛本の£・をもとう

　　1、湧きいづる湯衆のように

　　　　　　　　創造のカを高めよう

温泉センター

雲　1休館田

歪所嚇20畷
ヒ
5
月
1 ”・251鵬～2
　　　　　　駄
筆肩～4簿は簿週木曜βが休館βです．
（ただし、偉館臼が祝祭βの爆奮は、甕βが
俳みとなる1ます。）

広報

璽

驚背欝〆潔域珍隼5講19籍　編集・発費ノ穣之撮職段場総務譲

マ繊｝更492新潟購澱械都轍加醗大纏泌至1撒2豫丁斑．鰯灘色3獄魏“螂5｛ト修一灘5

麟米慧盗三1

　　　勲の纏

松之出町役場電話番弩一覧

総務諜02559－6－3撒磯表〉

税務会欝諜　　6－3悠2

産業課　　　　6－3捻2

振興諜　　6－3i34
建設企業諜

〈建　設〉　　6－3路5

（圭下水道〉　6－2ユ62

議会事務局　　6－2ま69

保健センター雛37蕊

自然休養栂センターにて式5／3人成

講盤紙を使罵して樋豪す


